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ま え が き

この報 告書 は、 財 団 法 人 日本経 営情 報 開 発協 会 主 催 の 「第2回 渡 米 シ ス テ

ム ズ ・ア ナ リシ ス研 修 団 」の参 加 メ ンバ ーの 手 に よ る、 研修 内容 の ま とめ で

あ る。 こ れ は参 加 者 に とっ ては 、 統 一 した形 で の講義 ノ ー トを残 す ことに

な り、 今 後 必要 に応 じて参 照す る ことに よって研 修 の記 憶 を新 た にす る の に

役 立っ 。 また 、参 加 者 でな い方 々に とっ て も、 シ ス テ ムズ ・アナ リス トに よ

る シス テ ム開 発 の 作 業 へ の ア プ ロ ーチ と留 意 すべ き点 とを要 領 よ くま とめ た

ガ イ ドブ ック と して役 立 つ はず で あ る。

この研 修 は 、米 国 に おい て も定 評 あ る、経 験 を積 ん だ コ ンサ ル テ ィ ング会

社 の幹部 の 方々によって 行な わ れ た もの で あ る。学 問 ・理 論 の上 での最 前 線 と

い うよ り、 む しろ地 道 な、 常識 の積み 重 ね に ょっ て シ ス テ ム開 発 の 努 力 を時

間 ・予 算 ・品質 とい っ た面 か ら効 率 化 して行 こ うとい う 「仕事 の 進 め方 」で

あ る。そ こに は 、西 欧 流 の 、 と くに ア メ リカ的 な 、 「シ ステ ム 」の考 え方 が

底 流 を な して い て 、 シ ステ ムズ ・ア ナ リシス を単 な るテ クニ ック の羅 列 に終

らせ な い何物 か を感 じさせ る。

「合理 化 」とい う言 葉が 人 間性 をそ こな う考 え 方 の表 現 で あ る と して、 そ

れ 自体 す でに悪 で あ る よ うな使 われ 方 が一 般 化 して い る。 「シ ス テ ム化 」に

も、 そ うした ドラ イな、 人 間 の 自由 を束 縛 して 目先 の能 率 を追 求 す る もの と

い っ た 響 きで受 け と られ る風潮 が な い とは言 え な い。

た しかに 、組 織 ・経 営 とい う、 人 間 集 団 にお い て行 なわ れ る 複雑 な人 間 の

「い と なみ 」に は、 シス テ ムズ ・ア プ ローチは 万能 で は ない。 しか し、永 久

に 出現 しえ な い万 能 薬 を待っ て手 を打 た ず にい る よ り、 限 界 を わ きまえ た上

で の シ ス テ ム的 努力 を行 な うほ うが 、 よ り よい状 態 に近 づ くこ とは 間違 い な

い と思 う。 そ の意 味 で、 今 回 のわ れ わ れ の研 修 が 「渡 米 研 修 団 」と して行 な

われ たの は 、 かれ らの生 活 の すべ てに 浸 透 して い る西 欧 的 な もの の考 え 方 に

ふ れ 、 シ ス テ ムズ ・ア ナ リシ ス の本 質 の一 端 を うか が わせ る面 か ら も、大 い



に参 考 に な った とい え る。

メ ンバ ーは いず れ も、 各 企業 に おい て第 一 線 で重 責 を果 た さ れて い る方 々

で あ り、 各社 の 期待 を負 って 研修 に参加 され た 方 々で あ るの で 、帰 国 す るや

否 や、 ふ た たび 多 忙 な業 務 に全 力 を傾 け な けれ ば な らな い。 本 報 告 書 はそ う

した多忙 な メ ンバ ーに分 担 執 筆 をお願 い した こ と もあ り、 か な り時間 を経 過

して しま って い る。 分担 をお 願 いせ ざ るを得 な か った責 任 は 、 ひ とえに コ ー

デ ィネ ータ な る肩=書 きを頂 い た、 わ た くしの 非 力 にあ る もの で 、 メ ンバ ーの

方 々 に最 後 に お詫 び して お き たい。(木 村)

昭和47年1月
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ACqmputerに よ るInf6rmationSystemsの 序 論

1tSystemを 構 成 す る要 素

内的制限要素
、。ntr・1・/… …ain・ ・{

外的制限要素

↓

tnput Process

feedback

(qualityC・ntr・1)

>output

2.Analyst、Designerに 要 求 さ れ る 能 力

systenianalystはuserの 仕 事 に 対 す る 十 分 な 理 解 力 、 分 析 力 を 持 つ

の み な ら ず 、userやmanagementに 対 す る 折 衝 ・提 言 な ど 「の た め 、 心 理

学 、 セ ー ル ス ・ テ ク ニ ッ ク 、 文 書 表 現 力 な ど 巾 広 い 能 力 が 要 求 さ れ る 。

一 方design6rはfileやprocessあ る い はprogramのgesign'な ど

技 術的 知 識 が要 求 され る。

3・TypesofInfotmationSystems

(1)RecordkeepingSystems

最 も 基 礎 的 なsystem… … 特 徴a.

b.

C・

(2)

(3)

fileStatiC、hiStOriCal

nondecision

batchcontrol

ControlSystems

aCtiOngeneratingなSyStem

… … 特 徴a .dynamicfile

b.daytodayoperatlon

decision

C.On-lineCOntrOl

ManagementInformationSystems

長 期 的 意 思 決 定 をsupportす るintegratedsystems

－3一
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・

evh1UationCr`ter`a

extern・aldata

integrationof¢Orporate

act1Vttles

COntroI

Svstem

t

4.OperatingModes

(1)BatchPrgcessing

大 量dataがgrOup別 に 順 序 づ け ら れ 処 理 さ れ る 。

sequentia1叉 はserialなprocessing

(2)Inquiry&Con.trol・Systems

dynamicallyaccesseddatafileを 持 つ 。

datafileのmaintenanceやupdatingは 他 のprocessing

systemに 依 存 す る 。

③Re・1TiFn・Sy…m・

dynamica1か つroaltimeにaccesscvupdate`mainte-

nanceさ れ るdatafileをba.geと し て 開 発 さ れ る 。

商 業 用 のrealtimesystemはvし ば し ばbatchprocessing

operationに 支 援 さ れ 、 分 離 さ れ たinquiryandcontrolsystem

を 包 含 す る 。

5.ElementsoftheSystems

Application…"◆一－System… …1つ のapplication内 で と られ る、 それ ぞれ

別 個 に区分 で き る業 務活 動

P「ocess… 麟 ㌶6÷ 藷麟 ξ誉
,・

の集 合

注 最 近 ではApplicationの 集 合 をSystemと 定 義 す る ことが多 い(こ の 図

の逆)。

レ

,
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6.SysternSAna1'ysis&Destgnの た め の 前 提 条 件

く1)Sta・ndardDescr輌ptors

B・D・t・e・41e・ti・ ・ .
..、,'t

batch(contro{はhashtotal、controlslipsに よ る,

on-1ine(〃trialbalance'、duplicationslips

に よ る)
.'

b.

C.

d.

e..

ConverSton(f・rmat)

Edit十Va日datiOn

「easonable

max/min

forrnat.1.

FileChange

・pd・t・+m・i・t…nce
..'

Sort/Merge(従 来 の 傾 向 で はmachinetimeの30%を 占 め

て い る)

f.Calc"lation/Processing

g,Reporting(そ のsystemのproduct)

(2)CordingSystell)s

標 準 化

拡 張 可 能 性.

(3)StandardAbbreviationとMnemonics'

用 語 ・ 術 語 の 標 準 的 定 義(効 率 的 に)

standardなabbreviationとmnemonicsの 確 立

grossaryの 拡 張 と 再 評 価

./
'

.W

－5一



B.SvstemsDevelopment13のPhase(要 約)
'

1.PエoductsofEachPhase

↓

PhaSe

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

)

)

6

7

(

(

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

APPlicatton

Selection

SystemsSur▽ey

DataGathering

DataAnalysis

DataBase

・Design

ProcesselDesign

Systems

Specification

Programming

SystenlSTesting

Training

Systemg

Conversion

Final

Documentat.ion

Post

Eva1Uat"ion

Products

problemdefinition

designrequirmentsstatement,systems

proposal

definitionofexistingsystem

designspecification

filedesign

proceSSesdeSlgn

systemsspecification、systemsspec・

に 対 す るdocuments

Program、programに 対 す るdocuments

testplanltest'results

trainingPlan、trainingaid

conversionplan、converSionresults

maintenancedossiセrs

historicaldossiel's

reporttomanagement

・
}

.
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2.ResponsibilitiesofEachPhase

(1)ChartofResponsibility

Senior

manager

(㌫ 。、ttee)

D.P.man .ager
User

manage「

Systems

analyst

Designer
Programer Operator

「

Auditing

(1)ApPlicationSelection P A A

(2)S}尽t・m・S・ ・v・y S/D S A/D P S S S

(3)DataGathering S S A P S

(4)DataAnalysis D P S S

(5)DataBaseDesign P A

(6)Proce8s白sDesign P A.

(7)S▽stems3pecification
.「 D D P D D S

(8)'Programming s P s

(9)S}・t・m・.T。,ti。g A/D P A
'

S S
'

(10)Training A/S P S

(11)SystemsC・ ・versi・n P A S/A
.

S S

(12)FinalDocumentation A P A
心

A

(13)PostEvaluation S P .S S
、

注(1)

(2)

'

(3)

(4)

(5)

P… …PrimaryResponsibilityD… …DecisionA… …Assi.9tS… …Support

phase(1)～(4)で 提 起 さ れ たsystemの 条 件 が 明 確 化 さ れ る 。

phase(7)のspecificationはuserorientedで あ る こ と。

,phase(7)でoperation部 門 はoperationplanning(men、machine能 力)か らのdecisionを す る。

ま た 、program部 門 は否 定 す る 能 力 と権 限 を 持 つ こ と が 必 要 。

phase(10)に は・
.presentationやPRを 含 む 。

.ま た 、 このphaseはsystemtestの 段 階 か らstartす る 。

phase(13)のtaskはsystemssurvey(phase(2))と 類 似 す る が 、phase(2)と(13)は 別 の人 間 が 担 当 す る こ と 。

phase(12)と(13)の 間 にsystemcheckのphaseを 入 れssystemssnalyst 、progr日mer数 人 に よbpremaintenance

1が行 な わ れ る
。

、

_7～8_



ノ

b

'レ

?

'



、

4

(2)主 なPhaseのResponsibili'tyを 中 心 と し たComment

こyで は 主 要phaseに 関 与 す るmemberのresponsibilityに つ

い て 説 明 す る 。kおs具 体 的 に は 各phaseお よ びworkshoPの 中 で 説

明 を 加 え る 。

a.ApplicationSelection

イ.applicationは 企 業 に お け るmanagementplanに 基 き 、 組

織 のneedsを 反 映 す る さ ま ざ ま な 要 因 を 考 慮 し てselectionさ れ

る 。1

applicationのselectionもdocttmentationを 行 な しぺ

組 織 の 最 高1evelの 承 認 を 得 る 必 要 が あ る 。

米 国 に お い て は 、applicationselectionの た め のEDP

co㎜ittee蛯 はEDPcoodinationを 設 け 、 こ の'組 織 の 検 討

結 果 に 基 きtopが 決 定 を 下 す 。 い わ ゆ るtopd6wnの 形 態 を と っ た

applicationselectionが 行 な わ れ る 。 ..

注apPlicationselectionをEDPsectionのboss

に 任 せ る と 、 企 業policyと の 合 致 に 欠 け るselectionを

行 な っ たbpriorityの つ け か た を 誤 る き ら い が あ る 。

・ロ
.EDPcommittee(EDPcoodination)

EDPcommitteeに は 各divisionか らmemberを 出 す 。

注 ①'EDPdivisionは 大 体 月 に1度v'EDPplan(de-

velopmentに 関 す る)な ど に つ い てcommitteeに 上

擬 す る 。

②EDPdivisionが 強 力 な 場 合 、1心 々 に し てco㎜i-

tteeが 十 分 に 機 能 し な い こ と が あ る 。

事 業 部 制 を と る よ う な 大 企 業 で は 各di・ ・…nが'EDP部 門 待

一9一



ち そ れ を 統 轄 し てcorporateinformationsystemsを と る こ

と が あ る 。

こ の 場 合committeeに 権 限 が な い た め に 、 各divisionのEDP

部 門 と の 間 に 摩 擦 を 起 す 。 し た が っ てpresidentの 強 力 なback-

upが 必 要 で あ る 。

EDPcood】nation EDPcorporation

－
Division Division

h.Svst,c▼ ザrSurvey

ホ
イ.systemssurveyの 段 階 か らprojectteamを 発 足 さ せbpro-

lectmanagerがteamを 統 轄 す る 。 こ のphaseは 最 も 重 要 で あ

る か ら 、 必 ら ずseniorで 構 成 す る 。 こ のphaseで 見 い 出 さ れ た

問 題 は 後 の す べ て の 作 業 に 影 響 を 及 ぼ す も の で あ る か ら.、train-

ingを 兼 ね てjuniorを 参 加 さ せ る こ と に よ っ て 問 題 を 見 落 す よ

う た こ と が あ っ て は な ら た い 。'ヤ

注 応 々 に し てjuniorのtrainingを 兼 ね る こ と が あ る が 、

trainingは 別 に 行 な う べ き で あ る 。

projectmanagerは13のphaseを 統 括 し 、 す べ て のphase

のcheck-pointに お い てvauthorizeを 与 え 、 各productに

つ い て 責 任 を 持 つ 。 ま たprojectとuser間 の 問 題 の 調 整 に あ た

り 、 調 整 が つ か な い 場 合 はD.P.managerを 通 し てEDPcommittee

に か け る 。

(brojectmanagerの 責 任 関 係)

auditor

＼
、

、

productに つ
い て 責 任 を 持 つ

project

manager

－10－

systems

designer

programer

user

〆

productに つ い て 責 任 を持 つ

analyst

か

膓

ま



、

↓

、

ロ.projectmanagerは 歴 史 的 に は 、D.P.divisionのsystems .

analystか ら 出 る こ と が 多 か ◆ た が 、 こ れ は 成 功 し な か っ た 。 む

し ろuser側 の 人 間 がprojectmanagerに な る こ と が 望 ま し い 。

ハ .最 近 の 傾 向 と し て 、method、financial面 か らauditing(監

査)がSystemssurveyに かNわ る よ う に な っ て き た 。

auditingはinterna1にauditing機 構 を 持 つ 場 合 と 外 部

の 専 門 会 社(例 え ばC.P.A.な ど)に 委 託 す る 社 外 監 査 制 を と る 場

合 が あ る(小 規 模 企 業 の 場 合).後 者 の 場 合 、 専 門 会 社 はpresi-

dentに 直 結 し て 監 査 結 果 の 報 告 を 行 な う 他 、managementse－

vice、 場 合 に よ っ て はD.P.serviceま で 行 な ・う も の も あ る 。

c.SystemsSpecification

イ.systemsspecificationのauthorizeはb.Syst⇔MsSu,

veyイ.の 説 明 と 図 に も と ず く 。D.P.managerはphase1～

6ま で に は 関 与 す る こ と は 少 な い が 、 こ のphaseでdecisionの

形 で 関 与 す る 。

ロ.こ のp・haseで は 関 係 部 門 が1つ で も"no"と 言 っ た 場 合 、 必

ら ず"a川OK"と な る ま で 検 討 を 繰b返 す 。13のphaseの

う ちSystemsSlrvoyとSystemsSpecificatimカ ミ最 も 重 要 で あ る ・ こ

のphaseで あ し(ま い な 妥 協 を す る と 、 後 のphaseで 困 難 な 問 題 が

生 ず る こ と が 多 く 、 そ の 場 合 のIOSSは 大 き い 。

d.Programming

こ の 段 階 で 応 々 に し てprogramerとuserと の 間 にcommunica-

tionが 生 じ 、 そ れ が 混 乱 を 招 く 要 因 と なb、 と き に は 前 のphase

へ のfeed-backを 生 じ さ せ る の で 、 極 力 避 け る べ き で あ る 。 も っ と

も 、 一 つ に はprogramming以 前 のphaseに 十 分 な"ツ メ"が 行 な

わ れ て い な い こ と に も 起 因 し て い る 。

e.Training

userに 対 す るformaltrainingはsystemstestの 段 階 か ら

始 ま る 。
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f.SystemsConversion

systemsconversionはsystemsanalystが 行 な うcaseと

userに や ら せ るcaSeの2通 り が 考 え ら れ る が 、 次 の よ う な 理 由 か

らuserに 責 任 を も っ て あ た ら せ た 方 が 望 ま し い 。

イ.systemsanalystが 行 な う とuserorientedに な ら な い 。

ロ.な る べ く 初 期 の 段 階 か らuserをnewsystemに 参 加 さ せ た 方

が よ い 。

9.PostEvaluation

目 的 に 適.合 し て い る か 、 効 果 は あ が っ て い る か 、 問 題 は な い か を 見

極 め る 。

こ のphaseの 作 業 はsystemssurveyと 類 似 す る が 、 こ のphas・er

を 担 当 す るanalystはsハ 就emssurveyの 担 当 者 と は 別 の 人 間 で あ

る こ と.

P・ 、t。v・luati・nの 実 施 時 期 は ・y・t・mに よ っ て 異 な る が ・6

カ 月 程 度 の 短 期 で は 明 確 なevaluationは で き な い 。 し か し 、 余 り

に も 遅 く な っ て 評 価 後 の 修 正 を 遅 ら す こ と に な る 。

応 々 に し て こ のphaseは 行 な わ れ な い 。 米 国 に お い て も10%以

下 の 企 業 で 行 な わ れ て い る に す ぎ な い(監 査 が こ れ を 行 な う こ と が あ

る)。

'
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C主 要Phase概 説

、

前 節 でSystemsDevelopmentProcessの13のphaseの 各 機 能 が うみ

出 すproducts、 各phaseに お け る 関 連 各 担 当 部 門 のresponsibiliむies、

杜 び そ のr.sponsibilities『 す る 多 少 のcommentを 行 な っ て い る

が 、 こ こ で は13phaseの う ち 次 の 部 分 に つ い て 概 略 説 明 す る 。

(こ れ ら のphaseは 機 能 主 体 が 次 の 機 能 主 体 に 変 換 す る 時 点 で もあb特 に

重 要 と 考 え ら れ る 。)

a.ApPlicationSelection

b.Sys†eTnsSpecification

C.SystemsTesting

d.Training/Education

e●SysternsConversion

`

、

1.ApPlicationSelection(phase1)

(1)Selectionの 判 断'要 因

applicationselectionに 際 し て 考 慮 す べ き 点 は 次 の 通 り で あ る 。

a.提 出 さ れ て い るappいca.tionの 定 義 を 明 確 に す る こ と 。

b.applicationに 含 ま れ る 問 題 を 明 確 に す る 。

c.applicationの 目 的 は な に か 。

d.開 発 予 算 は ど の 程 度 に な る か 。

e.資 本 投 下 利 益 率(ReturnonInvestment)は ど う か 。

(2)Selectionの 問 題 点

selectionに 際 し て 、applicationに 内 在 す る 問 題 点 お よ びse-

lectionの 運 用 に 関 す る 問 題 点 は 次 の 通 り 。

a.applicationの 中 に は 概 念 は 秀 れ て い て も 、 領 域 が 限 ら れ る も の

が 多 い 。

b.applicationの 中 に は 、 実 際 の 開 発 前 か ら 実 施 を 迫 ら れ る も の が

多 い 。

c.運 用 に つ い て は 、DP部 門 のtechnicalなspecialistの 他 に
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applicationの 専 門 家 が 必 要 で あ る 。

2.SystemsSpecification(phase7)

(1)Documentatiorr

syst,emsspecificationに 関 係 す るdocumentationは 次 の 通b。

a.System関 係

イ.Systemflowchart

・.'ReP・rt・(・utp・ti。f。,m。ti。n)

ハ
.Transactions

二 .Files

ホ.Controls

b.Program関 係

イ.Processingrules

ロ.C・ntr・ls

ハ.1/O関 係

C.User関 係

イ.Data準 備 手 続 き

ロ
.Error訂 正 手 続 き

(2)Implementati・n関 係

以 上 の ほ か にimplementationに 関 す るdocumentが あ る 。

a・Scheduling

b.Costs

c.Conversion'要 件

d.教 育 訓 練

(3)Documentationの 方 法

.有 効 に 標 準 化 さ れ た 方 法 は ま だ 開 発 さ れ て い な い た め 、 し ば し ば 、

documentationの 方 法 を 誤 ま っ て 、 混 乱 を 招 く こ と が あ る 。

一14一
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、

●

3

、

比 較的 標 準 化 され て い る一 例

dataelementschart

//＼
・・a・ ・act… 后 ・ hlstory(masterf川e) calCUlation

(図1)

※AccuratelyDefinedSystem(ADS)(注)

NCRで 開 発 、NCR自 身 、InsuranceCompanyofNorth

Americaで 適 用 、5種 類 のdocumentsを 使 用 し
、 総 括docu'-

mentと 残 り4種 類documentsを 相 互 関 連 さ せ て
、 目 的 物 のbか

れ た 位 置 を 明 確 に す るdocument方 法 で あ る 。

(注)翻 訳NCR「ADSに よ る シ ス テ ム設 計 」参 照

(4)ProcessingRules記 述 の 方 法

P「ocessingrulesは ・documentaたion上 、最 も困 難 なphaseで あ る

が 、 そ の 記 述 の 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。

a.BlockDiagram法

書 き 方 ・ 適 用 方 法 が 標 準 化 さ れ て い な い
.・ ・e・ が 理 解 で き な い 。

等 の 欠 点 が あ る 。

bダNarrative法

全 部 に つ い てnarrativeに 書 く こ と は 困 難 で あ る 。

c.DecisionTable法

使 用 者 の 訓 練 を 要 す る(方 法 は 簡 単 だ が
、 適 用 の し か た が 難 し い 。)

欠 点 が あ る が 、 出 来 上 り 品 が 理 解 し 易 い
。 簡 略 化 さ れ た 方 法 で 記 述 で

き る 。programが 容 易 。 等 の 長 所 が あ る 。

d.TabularForm法

うt〈fOrm設 計 し て 標 準 化 す れ ば 、 最 も 長 所 の 多 い 方 法 で あ る 。

(5)SvstemsControlの 方 法

SyStemSCOntrO1と は 、SyStemの 運 用 が 正 し く行 な わ れ て い る か ど

う か の 検 証(check)を い う 。 次 の3種 類 の 方 法 が あ る 。
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a.Balancing

b.VaいdityCheck(QualityCheck)

c.Audittrai1の 為 のcheck

3.SystemsTesting(phase9)

(1)Testcil目 的

systemが 受 入 可 能 で あ る こ と をuserに 承 認 さ せ る こ と を 目 的 と す

る △

(2)Testの 手 続 き

systemtestは 通 常 、 次 のstepで 行 な わ れ る 。

a.Testのgeneralplan'

イ.確 実ktest方 法 、 手 続 の 検 討

ロ .userが 行 な う 。

b.TestScheduleの 作 成

イ.SyStemの 各CyCle(日 、 週 ・ 月 な ど)・ お よ びCOnverSiOn

phaseを 考 え てscheduleす る 。

ロ .USer、SySt・emSanalySt協 同 作 業1'・

c・TestDataの 作 成

イ.現 存systemの 変 更 の 場 合 は 現 存fileか らtestdeckを 作 成 、

.syst。msanalystが 作 成

ロ.新systemの 場 合 は 、testdeckをcreateす る 必 要 が あ る 。

userが 作 成

dlTest結 果 の 検 討

イ.USer、9.yStemsanalySt協 同 作 業

e.Test結 果 の 承 認

イ.use 、rが 行 な う 。,

(3)ProgramTestとSystemsTestの 関 係
!

通 常 次 のstepでtestが 進 行 す る 。

a.ProgramTest

・b
.IntegCatedPro'gramTest

－16一
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、

●

`

、

c・Systp .msTest

4.Traininq/Education(phase10)

こ こ で はuserに 対 す るtrainingとeducationに つ い て 述 べ る 。

段 階 目 的 方 法

systemsurvey終 了 時
'

マ ネ ー ジ メ ン ト ・レ ベ ル のSyS-

temの 理 解

Presentation

(説 明 会)

systemspeciflCation

終 了 時

ユ ーザ ー レベ ル のsystemの 理 解

equipmenttraining ユ ー ザ ー、 オ ペ レ ータ ー に 対 す る訓

練

OJT又 は集合訓練

systemtesting段 階 訓練 －A OJT

syStemCOnVerSiOn段 階 訓練
9.

OJT

5.SystemsConversion(phase11)

(1)Conversionの 手 法

a.ParaHel法

ア メ リ カ で 最 も 一 般 的 な 方 法 だ が 、 平 行 運 転 と 新 旧 両systemの 比

較 に 多 大 な 時 間 を 要 す る 欠 点 を 持 っ て い る 。

b.Immediate法

短 時 間 でconvert可 能 なsystemに は 適 用 で き る 。

c.Gradual法

段 階 的 にimmediate法 を 適 用 し て い く 方 法 。 旧systemのmain-

tenanceも 必 要 で あ る 。

d.Pilot法

test的 に 、 ど れ か をconvertす る 。 .testの 域 を 出 な い 。

(2)Conversionの 問 題 点

a.13phasesの 中 で 最 も 困 難 なphaseで あ る 。 そ の 理 由 は こ の

phaseの 責 任 がuserに あ る に 拘 ら ずuserが 新systems旧system

の 両 者 に 通 暁 で き な い た め 、 責 任 の 所 在 が 不 明 解 に な り が ち な と こ ろ

に あ る 。
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b.標 準 的 な 手 法 が 開 発 さ れ て い な い た め 、

selectingdata

標 準 化 さ れ たdataelements

を 持 た な いsystemのconversionは 労 力 を 要 し 、 か つ 困 難 で あ る 。

{

4

`

∫
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'

A.ProjectControl

1.PhasesofProjectControl

(1)Initiation

Documentation(目 的 、 計 画 、 コ ス ト、 仕 事 のspec.サ ーベ イ の必 要 性 の 有 無)

(2)Authorization

resourceに つ い て を も 承 認 を と る こ と 。

(3)Plan・in・9

projectplan

(4)MonitoringPerformance

(5)ProjectEvaluation

な お 、System開 発 に お い て 最'も 重 要 なPointで あ る 時 間 と 予 算 を

projectcontrolに よ っ て 明 確 に す る 。 換 言 す る とsy:tem開 発 手 法

と し てprojectcontrolが あ る 。

2.ProjectContro1とSystemsDevelopmentの 関 係

Productの 進 行 管 理

(1)taskの 進 行 管 理 をdocumentationで 行 な う 。,phaseのcheck

も 出 来 る 。

(2)P・ ・9・essSnp白 。vis。 。

Projectcontrolの 各phaseに つ い て 進 行 管 理 を 十 二 分 に な し 得

る よ う に 計 画 す る こ と 。

(3)Responsibility

checkpoint等 、 ル ー ル 化 す る と 同 時 に そ の 面 の 教 育 も す る 必 要 が

あ る 。 例 え ば む ず か し いconver.gionを 担 当 さ せ る と かbこ れ は 生 産

性 の 向 上 に も っ な が る 。

(4)Techniques

常 に 新 手 法 を 開 発 研 究 す る こ と 。

現 在 の も の の 修 正 か 改 良 か 方 針 を 定 め る こ と 。

コ ス ト か ス ピ ー ド ア ッ プ か?
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(5)C。nt,。IP。i。t、'

作 業 の 進 み 具 合 のreviewに な る 。

考 え ら れ るpointは21件 あ る(そ の 明 細 は 附 表(68頁)に 掲 げ る)。

dOcumentatiOnに よ っ て 行 な.う の が 良 い が 、こ れ は 教 育 に も な る 。

1企 業 で1つ の ル ー ル 化 を 計 っ て 、 即 ち 標 準 化 す る の が 望 ま し い 。

(6)教 育 の 方 法

tralnnlng

assistantanaIysis… … 初 歩 的 な も の

analysis… … あ る 程 度 の も の

seni・ranalysis… … 高 級E

以 上 の こ と か ら 、 例 え ば 良 いprogramを 作 る に は

a ..UnderstandSpecification

最 も 重 要 な 点 でdesignに つ い て も 十 二 分 の 理 解 が 必 要

flow-chart

}の 利用
loglc-diagram

b.Coding

ト
.‥ ニ ン グ のgo%は こ の コ ー デ ・ ン グ に カ・か る の で あ ろ う。

c.Compile

pre-compilelist

}の 活用
compilelist

d.TestPlanning

e.PrepareTestData

f.Test 、

deskcheck

machinecheck

9.FinalDocumentation.

ruh-book

、と い う ふ う に 、 具 体 的 な 手 順 に 従 っ て 仕 事 を さ せ る ζ と が ・そ の ま ま

trainingに な る 。 し か し 、analystの レ ベ ル に な る と 簡 単 に は 言 え

な い 。
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3.Typeso{Project

projectcontrolす る に 際 し 先 ず 明 確 に す べ き 事 の1つ に こ のpro-

jectが ど の 様 なtypeの も の か を 把 握 す る 必 要 が あ る 。 即 ちproject

contro1のpointを ど こ に 設 け る か が 明 ら か に な る た め で あ る 。

`

`

Quality Time ResOurc¢

MajorPoint 1 3 2

MinOrPoint 2 1 3

Emergency 3 1 2

(注)①3は1と2の 相 互 関 係 で 決 ま る 。

②major/minorpointの2つ に つhて は 経 営 者 ク ラ ス

で も 設 定 が む ず か し い 問 題 で あ る 。

③timeの 項 が1と な る ケ ー ス と し て は 官 庁 等 外 的 条 件 で あ

ら か じ め 時 期 が 確 定 し て い る も の に 多 い 。

④qualityに は 下 記 の も の を 含 む 。.

-scope

-aCCUracy

-completeness

`

、

4.DataProcessingOrganization

(但 しProjectCont .rolと い う 範 囲 に つ い て)

(1)賑 史 的 経 過/規 模 的 変 化

DP部 門

Manager

System

(Pr・jectteam)

Program

』 ・y・ …1/・ ・…amと も同 じ責任 力・あ る

DP部 門

Manager

ある程 度 の人員 を プ ー
ル して お く

M・…e三 ヨ

(豊 肥;㍊ 品 〇
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注 意 事 項

maintenancegroupの 担 当 者 は や や も す れ ば 働 き た が ら な

い と い っ た 傾 向 が 生 ず る 。

興 味 を 持 た せ る 方 法 の1つ と し て 仕 事 の 目 的 内 容 を 十 二 分 に 説

明 し 且 つ 、 完 成 時 期 を 明 確 に す る 。

仕 事 の 始 め と 終 り を 時 期 的 に 明 確 に す る の が 良 い 。

15
ユ ー ザ ー

部 門

v

manager

へreport

ず る こ と

Project
Manager

Project
Manager

DP部 門

Manager

Project

Leader

Project
Leader

System9・

Manager

Program

Manager

Application

Manager

1

(注)組 織 と機 能 を 混 在 さ せ 有 機 的 にprojectを 進 め る た め の

も の 。

《

φ

`

② 主 な 問 題 点

a.projectManagerが 重 要 と な る 。

b.大 き な 会 社 で も な か な か 人 材 が 揃 わ な い 。

c.DPmanagerが あ るprojectを あ る 特 定 の 人 に 任 せ る 事 に 対 す る

危 惧 感 が あ る こ と 。

■
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(3)ProductsはUserの も の で あ る 。

a.会 社 内 で のuser

b.Systemの 運 営 責 任 も あ る 。

c.社 外 に 任 せ る と し て も

Contract-一 一ーー一'一一 社 外 に 委 託

/

(4)

Charge-Back=USer負 担

AnalystとPrOgrammerの 相 違 点

lll

Lead,rlAn・ly・ ・IDeslgne,1…g・amm・ ・

|1
＼一ー ー一1＼ ___一/

"What"何 を なす べ きかl

userと の対 話 がポ イ ン ト1

である/l

PeOpleOrientedl

嬬 関係に鰍1
1

"HOW"hか に処 理 す る の か

techniqueが ポ イ ン ト

↓
MachineOriented'

内 攻的

機 械 に興 味

a.1eader/analystと の 差 は あ ま り な い 。

b.但 し 、Ieaderと し て は 対 チ ー ム 、manager、userに 対 し て の 説

得 力 が あ る こ と 。

c.多 く の 会 社 で は まtと し てleader、analyst
、designerAで

兼 務 し て い る ケ ー ス が 多 い 。

こ の 種 の 一 緒 の も の をprogaly'stと も 云 う 。

(5)ProjectManager・

不 完 全/不 正 確 な 状 態 でdecisiOnし な く て は な ら な い 。

そ れ な り の 経 験 と 判 断 力 の あ る 者 が 必 要 。

労 務 管 理 上 の 権 限 な し 。 但 し 指 令 は 出 来 る 。

(6)ProjectLeader

自 分 が 開 発 す べ き …jec・
.va必 要 な 人 間 は 集 め ら れ る 搬 舗 す る

こ と 。

maintenance部 門 に はoperationの 経 験 者 を 入 れ る べ き で あ る 。
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(7)ProjectManagerな ら び にLeaderに つ い て

a.projeCtmanager

}責 任と権威
projectleader

(権 限)の 相 違 が あ る 。

b.組 織 に あ る 程 度 さ か ら っ て 仕 事 を 進 め ね ば な ら ず 、 そ の 反 面 会 社 の

組 織 に も 忠 実 で な く て は な ら な い 。

c.専 門 職(専 任)が 望 ま し い 。

d.systemanalystがprojectmanagerと かleaderに な る の

は あ ま り 良 く な い 。

e..専 門 化 さ れ た 職 務 で あ る 。

必 ず し も 立 派 なanalyst、programmerカ=良 いmanager.、1eader

に な り 得 な い 。

(8)Projectの ス ケ ー ル と の 関 係

ほ と ん ど 無 関 係 考 え る べ き で あ る 。

但 しprojectに よ っ て 関 係 な い 部 分 はleaderの 判 断 で 外 し て よ い 。

4

◆

5.Heview。{C。 ㎜ittee

ttSerの 委 員 会 に 提 案 しpriorityを 決 め る こ と 。

判 断 基 準 の 主 な も の は 、

(1)投 資 に 対 す る利 益

(2)直 接costを 下 げ て 利 益 を 得 る 。

(3)projectの 効 率 運 用 を 計 る 。

6..ApplicationPlaロ

reviewcommitteeが み るreportで あ る 。

(1)必 要 なreSovrseを 確 認 す る 。

(2)利 用 可 能 なresourceが こ のprojectに 有 益 か ど う か 、 ま た 利 用 可

能 か 。

(3)maintenanceに 利 用 さ れ て い な い か 。

(4)他 のpro.jectに 利 用 さ れ て い な い か 。

`

'

一26_



,

(5)newprojectが 発 生 し た 時 の 対 応 策 が 適 格 に 出 来 る か ど う か 。

(6)環 境 の 認 識 、 確 認 を 十 二 分 に す る こ と 。

projectmanagementに 最 近EDPSを 利 用 し た も の も あ る 。

(7)新 た にprojectを 実 施 す る 場 合 の 他 に 与 え るimpactも 考 慮 の こ

と 。

●

●

7・.ProjectInitia'tion/Authori2ation

projec'tの 内 容 を 文 書 化 し て お か ね ば 立 派 な 管 理 は 出 来 な い 。

(1)Initiati・n.

a.目 的bpianの 記 述 、 コ ス ト の 記 述

仕 事 の 記 述 、Surveyの 必 要 性 の 有 無

b・.定 義 → コ ス ト → 予 算 化

c.Su「yeyの み を1つ のprojectと し て も 良 い 。

d・.workstatementと し て は

proJect、scoPe、restrlctlon

(2)Auth。rization

承 認 の み ・で な く・、resourceに つ い て も 了 承 さ れ 、 ま た 、 了 承 可 能 な

メ ン バ ー で も っ て 検 討 さ れ る こ と 、

DPmanagerが 人 の 配 分 を し て 、committeeが 承 認 す る 形 式 を と

る 。

(3)場 合 に よ っ て は 下 記 の ル ー ト を 経 る こ と も あ る 。

ProjectControl

SystemsDevelopment

|

Y

Authorization

－.

Prolect
Initiation

Systems

Survey

ノ
～

|

`

8.WorkShop-PlanforManaqementEvaluati'On

(1)対 象

AmericanConsumerServ・ice,Inc・.(A「CS社)は 全 米50州 に
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＼

、

＼

)

ま た が っ て 合 計794店 舗 を 持 つ が 、 こ の 全 店 舗 の 従 業 員 のcentral

payrollsyStemが 対 象 で あ る 。

② 背 景

ACS社 は 高 級 繊 維 品 販 売 会 社 として1946年 に 設 立 、15年 間 で

794店 舗 を も つ に 至 る 。 現 在 も 年 間10店 の 割 で 新 店 舗 が 増 設 さ れ る

み こ み で あ る 。

③ 実 態

現 在 本 部 に1セ ッ ト、 地 方 に6セ ッ ト の 第3世 代computerを 設 置 し

て い る 。

但 し、 各 々 は 全 く 独 立 し て お り、communicatiOnで 結 ば れ て い な い 。

現 在 のDataProcessingService部 のorganizationとstaff

は 下 記 の 通 り 。

■

`

'
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表1:ACS社DataProcessingServiceOrganizationChart

Managerof

DPService

GeorgeD口ler'

:

N.Y.

Operations

Atlanta

Operations

Da日as

Operations

SanFrancisco

Operations

Systemsand

Programmmg

Chicago

Operations

Boston

Operations

Portland、

Operations

1

1 1

.

JohnDrake

|

Software Applications Maintenance

FrankCetrone FredDess

AlexanderO'Malley

BarbaraLee

HerbLacy

TomTracy

TonyMalone

BillieWi川is

AIiceKent

Franklin・Sussman

LynnMorrow

CIiveRitchards

'



(4)ManagementObjective

a.全 社 的 なContro1の 強 化

b.第1ス テ プ プ と し てcentralpayrallsystemの 開 発

c.systeln開 発 の た め のstandardの 適 用

(5)ProposedPayrallSystem

3ケ 月 前 、SystemsProgrammingManager、JohnDrake氏 の

下 に 、 上 記 目 的 の た め のapplicationstudyteamカ:設 立 さ れ 、 そ

の 結 果 以 下 の よ う なproposalが 出 さ れ た 。 そ の 内 容 は 次 の 項 目 か ら な

っ て い る 。

a.上 記(4)のmanagementohjectivesの 範 囲 で の 具 体 的 な 達 成 目 的

b.Proposalの 内 容

イ.SystemConcepts

ロ .SystemsqLtlmary

ハ .主 要systemの 性 格

二 .SystemsControlProcedure

ホ.ProgramSpecification

(6)WorkShopの 課 題

a.JohnDrake氏 のteamが 行 っ たproposalをreviewし 、 問 題 点

を 指 摘 し 、 そ の 問 題 点 を 明 確 化 す るtaskを 含 め て 、payrallsystem

を 開 発 、 実 施 す る た め の 大tか なprojectplanを 準 備 せ よ 。

b.下 記 の 点 に つ い てreviewし 、reportを 提 示 せ よ 。

イ.す で に 開 発 さ れ て い るstandardが こ のprojectに 対 し 適 切 、

有 用 、 適 用 可 能 で あ る か 。

ロ.も し 欠 点 が あ れ ば そ れ ら を 修 正 す べ き 勧 告 書

(7)WorkShopの 目 的

a.課 題aに つ い て

イ.w。,k、h。'Pを 通 じ て,,。jec・,、 。・…1・y…mと は ・何 か ・

な ぜ 重 要 か 、 ど ん な 利 益 を も た ら す か 等projeCtControlSyst㎝

に 関 す る 概 念 を 修 得 す る こ と 。、
ロ.具 体 的 に 下 記 の 事 項 を 検 討 しprojectcontrolsystemの

一30一
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planningを 体 験 す る こ と 。

-ProjectPlan

-Resources(要 員)Allacation

-Estimating(見 積)

-Scheduling

b.課 題bに つ い て

casestudyを 評 価 し 》 新 た な 勧 告 を 通 じ て 、projectcontrol

systemの 具 体 的approachの 方 法 を 習 得 し 、 次 の 学 習 へ のstepと

す る こ と 。casestudyの 評 価 お よ び 勧 告 と し て は 、 お よ そ 下 記 の

よ う な 項 目 が あ げ ら れ る 。

イ.casestudyで はprojectをcontro1す る た め の 計 画 が な く 、

こ の ま ま で は 果 し て 指 定 さ れ た 期 日 ま で に 、 か つ 満 足 出 来 るsystem

が 開 発 さ れ る か ど う か 疑 問 で あ る 。 そ こ でcasestudyで 提 案 さ

れ て い るstandardの 範 囲 でprojectcontrolsystemを 計 画

す る 。 そ の 結 果 、 種 々 の 欠 点 が 発 見 さ れ 、 新 し いstandardの 提 案

と 、 そ の た め のproj.ectcontro1-systemを 勧 告 す る 。

ロ.casestudyで は 開 発 がDP部 門 だ け の 開 発 計 画 と な っ て い る が

userの 参 画 を 得 ら れ る 開 発 計 画 と す る 。 ま たmanager、user、

DP部 門 を 含 め た 開 発 参 画 者 全 員 に か か わ るresponsibility(責

任)を 明 確 化 す る 。

ハ .casestudyのspecification(仕 様 書)は 極 め て 不 備 な も

の で あ り 、filedesignvreportdeもign、 そ の 他 諸designを

準 備 す る 必 要 が あ る 。

`
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B.DetailedSchedule&Plan

1.ProjectPlanningの 必 要 性

(1)YardStlck

projectの 評 価 、 判 断 等 の 基 準 に な る 尺 度 を 定 め る 必 要 が あ る 。

(2)BetterUtilizationofResources

人 的 資 源 の 利 用 はprojectの 構 成 人 員 以 外 の も の も 考 慮 す る と 共 に

systemのuserの 能 力 を 常 に 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 何 故 な ら ば 、data

gathering、conversion等 のphaseで はuserの 役 割 が 非 常 に 重 要

で あ る 。

(3)userのreviewとapprovalを 受 け る 為 。

け

2.ProlectPlanningのProcedure

(1)DefineTasks

行 な う べ きtaskを 明 確 に す る 。 こ れ はprojectをcontrolす る 為

に 必 要 で あ り 、 又 、management、userの 参 画 に 対 し 仕 事 と 責 任 の 範

囲 が 明 ら か に なbreviewを す る 手 助 け と も な る 。

(2)EstablishCheckPoints

checkpointを 設 け る こ と は 非 常 に 重 要 な 事 で あ り 、 こ れ に ょ り 各

taskの 進 捗 状 況 、 水 準 を 明 確Kつ か む こ と が 可 能 と な る 。check

pointのreviewを 一 番 多 ぐ 行 な うの はprojectleader(orduputy)

で あ る がDPmanagementsuser。management(会 社 の)に 対 す る も

の も 用 意 す べ き で あ り 、 特 に 費 用 を 負 担 す るuserの 承 認 を 得 る た め の

checkpointを 充 分 考 え る 必 要 が あ る 。

(3)DefinetheSki口sRequired

各taskを 遂 行 す る 為 に 必 要 なskillを 明 確 に す る 。 ～二 ～二 で 考 え る 事

の 重 要 な 点 は 「 誰 を 」 と 云 う 事 で は な く、 「 どん なskil】 を 」 と 云 う事 で あ る 。

(4)AsignPersonnel

各taskで 必 要 と す るskil1を 持 っ た 人 を 割 当 る 事 で あ る 。 こSで 重

要 な 事 は 現 在 持 っ て い る 人 員 が ど の 様 なski!1を 持 っ て い る か と 云 う 事

●

4
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を 明 確 に し て お く 必 要 が あ り 、 これ を行 な う た'め にskillsinventory

を 確 立 し て お く 事 が 望 ま し い 。

(5)、EstimateTimeforTasks

taskの 遂 行 に 必 要 な 時 間 を 見 積 る た め に はtaskを 構 成 す るactivity

を 充 分 に 知 っ て$・ く 必 要 が あ る6

Estimateの 方 法 に はt

a.Intuitive(直 観 値)

あ ま り 良 い 方 法 で は な い が 他 に 代 替 す る 方 法 が な い 場 合 に 用 い る 。

し か し そ の 時 は 出 来 る 限 り 細 か い 見 積 り を 行 な う 事 。

b.Historical(実 績 値)

過 去 に 出 たcaseの 記 録 を 保 持 し、そ れ に も と つ い て 行 な う 。

c.Standards

過 去 のinformationを 基 に 標 準 を'設 定 し と れ を 使 用 す る 。

(6)8cheduling

mantimeをelapsedtimeに す る 必 要 が あ る 。 こ れ が こNで 云 う

schedulingで あ る 。

a.SchedulingTechn輌ques

イ.TargetData

良 く 使 わ れ る 易 し い 方 法 で あ る が 常 に 誤 っ て い る 。 欠 点 と し て

controlを 与 え て く れ な い 。projectcontrolと 云 う 面 か ら あ

ま り 役 に 立 た な い 。

ロ .Milestones

－ つ のprojectを い く つ も の 沢 山 の 小 さ なprojectに 分 割 し 各

々 にtargetを 設 定 す る 方 法 。

ノ、 .Bar(orGantt)Chart

最 も 良 く 使 用 さ れ て い る 。 但 し 大 き な 欠 点 が あ る 。 そ れ は 他 の

aetivityと の 関 係 が 不 明 確 な 事 で あ る 。

二.PERT(orCPM)

barchartの 欠 点 を 補 う 良 い 方 法 で あ りcriticalpassが 明

確 に な る 。
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(7)PreparingBudget

予 算 は 金 額 と 時 間 の 単 位 に よ っ て 数 量 化 し た も の で あ り、 機 械 費 用 と

人 件 費 の 標 準 的 なrateを 適 用 す る 事 が 必 要 で あ る 。

3.Wo;kShoP-DeＬailedSchedule&Plan

(1)目 的

a.WorkShopの 課 題

projectp!anとscheduleを 作 成 す る こ と で あ る 。progra-

mming、testingのphaseに つ い て は 詳 細 な も の を 、 そ れ 以 外 の

phaseは 余b詳 細 で な い も っ を 要 求 し て い る 。

b.WorkShopの 目 的

projectplanとscheduleを 立 て る と と に よ っ てprojectを

controlし 、systemを 開 発 す る 過 程 で 必 要 な 諸 々 のtaskを 理 解

し 、projectcontro1の 全 体 を 知 り 、 個 々 のtaskが 有 機 的 に 関 連

し てsystemの.開 発 が 行 な わ れ る こ と を 認 識 さ せ る 。

(2) 、目 的 へ のaoproachのp∩intk・ よ びstep

a.projectcontrolが 成 り 立 つ 為 の 前 提 条 件 を 検 討 す る 。 前 提 条 件

と し て 一 般 に はprojectタ イ プ の 決 定 、 仕 事 の 目 的 の 明 確 化 、 全 体

の 適 用 業 務 計 画 、 方 法 の 標 準 、 時 間 見 積 り 、 予 算 作 成 上 必 要 な 諸 々

'の 数 値 が 明 確 に 定 義 さ れ て い る こ と が 挙 げ ら れ る
。 従 っ て 、work

shopの 内 容 に お い て こ れ ら の 点 を 十 分 に 吟 味 し 、 明 確 に す る 必 要 が

'

あ る 。 そ こ で こ のworkshopで は 少 な く と も 次 の 点 を 認 識 す る 必 要

が あ る 。

イ.projectは 時 間 、 資 源 を 定 め ら れ て い る 。 従 っ て そ の 制 約 の 中

で 目 的 を 実 現 で き る か 否 を 検 討 す る 事 。

ロ.こNで は 給 与$ystemの 開 発 が 目 的 で あ る が
、 将 来 的 なcomputer

の 導 入 のkeypointを こ のsystemの 開 発 が 握 っ て い る の で 開 発

す る ・SyStemの 範 囲 を 明 確 に す る 必 要 が あ る 。

ハ
,.方 法 の 標 準 、 例 え ばprogramの 見 積 時 間 、 作 成 費 用 の 標 準 が 明

示 さ れ て い な い の で あ る 穫 の も の を 仮 定 し て 明 示 す る 事 。
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二 .全 体 の 業 務 計 画 を 明 示 す る こ と 。

b.ApproachのStep

projectplanningtsよ びschedu】eを 作 成 す る に は 、 以 下 の

stepを 必 要 と す る 。

イ.各projectの 開 発 段 階 に お い て 必 要 と さ れ るtaskを 詳 細 にpick

upし てworkofelementsと し て 把 握 す る 。

ロ.各taskに 必 要 なskillを 決 定 す る 。

ハ .人 的 資 源 を は じ め と し て 各 々 のresourceに つ い て 分 析 して 持 っ

て い るskillを 明 確 に す る 。

二 ・ 各taskに 対 す る 難 易 度 等 を 考 慮 し て 要 求 さ れ るski川 を 明 確 に .

す る 。

ホ.各taskに 対 し てr'esourceの 割 当 て を行 な い
、 所 要 見 積b時 間 を

各resourceのlevelに 応 じ て 算 定 す る 。 こ の 時 見 積 り の 基 礎 と

な る 人 件 費 、program作 成 に 要 す る 時 間 等 の 数 値 が 必 要 と な る
。

へ.checkpointをphaseの 適 当 な 部 分 に 設 定 す る
。

ト.前 述 の 各stepに つ い てschedulingす る 。

チ.schedulingに …撃 つ い て 予 算 を 作 成 す る 。

(3)留 意 点

3.projectタ イ プ の 把 握 を 明 確 に し
、 目 的 を 中 心 に し て 考 え 、 一 定

の 期 限 κ 合 わ せ てscheduleを 作 成 す る 必 要 は な い 。 見 積bは 控 え 目e

あ る こ と が 大 切 で 少 し 余 裕 を 持 つ た め に はslacktimeを 十 分 に 考

慮 す る 。

b.projectleaderの 選 定 を す る こ と は 有 意 義 で あ る
。

c.system開 発 で はsystemのuserの 参 加 が 重 要 なpointで あ る
..

d・ 重 要 なtaskは ・・nv・rsi・ ・t・ ・ti・gbyp・ 。9,ammerand

userで あ る 。

e.trainingは 講 義 形 式 で は な くon-the _jobで 行fzう こ と が 重 要 で

あ る 。

f.p|anningで はuserに 関 す る も の は 内 部 的 にcontrolで き ず
、

9..cheduleの 遅 れ の 原 因 に な る こ と が 多 い 。 従 っ てuserに 対 す る
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presentationの 段 階 で 十 分 そ の 点 を 説 得 す る こ と が 大 切 で あ る 。

g.skillで 不 足 す る 時 は 、

イ.skiHを 有 す る 人 を 獲 得

ロ.不 足 の も の をtrainingに よ っ て 身 に つ け さ せ る 。

の2通 り で あ る が 、 後 者 の 方 法 の 時 はtaskと し て 把 握 す る 必 要 が あ

る 。

h.projectleaderは 将 来 の こ と も 十 分 に 考 慮 す る 必 要 が あ る っ

i.特 殊 な 能 力 を 必 要 と し た 時 は 、skillのbackupを 考 え る 必 要

が あ る 。

」.planningの 時 に はelepsedtimeを 導 入 す る こ と は 有 益 で あ る 。

1
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`

・

A・SystemsSurvey&ProjectPlanning

1.SygtemsSu.rvey

(1)Surveyの 目 的 と 機 能 ・.

a.問 題 の 定 義 づ け(define)

6.代 替 解 決 案(alternativesolution)の 開 発

c.最 適 代 替 案(optimumalternative)の 推 奨

イ.Organization

ロ .TechnicalFeasibility、

ノ、 .Economics(Cost-Effect三veness) ,

d.実 施 計 画(PlanofAction)の 策 定 とmanagemen.tへ の 提 示

イ.ReSources

ロ.Time

(2)S・ …mS・ ・v・yのTask・

a.AnalyzeRequest-ProblemDefinition(WorkState-

ment)

b.Plan-SurveyPlan

c.DataGathering

d.DataAnalyきis

e・Prepar『DesignRequirementsStatement

f.UserRevieW

9.PrepareProposal

h.M'gmtReview

・check-pointは
、(f)UserReview、(h)M'gmtReviewで あ り

こ れ ら は(c)DataGatheringと と
.も にuserorientedact.itiitjes

で あ る 。

・ 当 該phaSevatsけ る 開 発 費 は 全 開 発 費 の10～15%に と ど め る こ

と 。

(3)SurveyI)1an

datagathering以 下 の 各tasks&activiti.esに つ い て 次 の こ
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.、



(4)

と を 明 確 化 す る 。

a・Responsibilities

b.Schedule

C

d

.Cost/Budget.・ ・

.Review/Checkpoints..・

ぐ二EstimatingStandard

-PreformanceSt'andard

DataGathering

critica1なinfo{mationの 収 集 で あ る か ら 人 数 、researchを

制 限 せ よ 。 全system開 発 に 対 、し15～20%の 注 力 度 で80%のdata

を 収 集 す る 。

a・Activity

-Interviewing

-Research

b・Technipue

-DataCollection

-ActlvitySambling

-Participation

-WorkSummary

-QuestionnaireS

・surveyに お い て はactivitysampling以 下 は 使 用 し な く て

よ い 。

c.Typesof.Information(reports&requirements)

-Reports

-Inputs/Outputs

-Constrains

-Controls

-MajorProcesses

・ こ れ ら の 検 討 に よb現 行systemを'明 確 化 す る 。

_40一

■

.



●

(5)DataAnalysis

a.DataInadequencies

当 初 与 え ら れ た 問 題 と そ れ に つ い て 分 析 し た 結 果 得 ら れ た 問 題 と が

異 な る こ と が あ る が 、anaiystは 真 の 問 題 を 遡 っ て 分 析 す る こ と 。

b.FutureRequirements

状 況 がdynamicに 変 動 す る の で 、 現 在 の 問 題 に 限 る こ と な く 将 来'

を 見 通 し て 分 析 す る こ と 。

・・問 題 点

－analystが 特 定 のApplicationに 関 す る 経 験 を も た な い
.こ と 。

-lnte
.rviewを 実 施 す る と 必 要 以 上 に 余 分 な 情 報 が 提 供 さ れ る こ

と(真 に 必 要 な 問 題 を 見 分 け る こ と が 大 切)。

(6)PrepareD.R.S.(DesignRequirementsStatem.nt)

userorientedに 行 な う 。

(7)PrepareProposal

a.Alternativeの 設 定

b.Activities

-ConceptionalDesign

-Evaluation

●Objectives

●EconomiCS

・Practicality

-Re
..portWriting

2.Workghop-SurveyPlan

(1)対 象

BureauofInternationalGovernmentDataProcessing

Co-operation(BIGDPC)(諸 行 政 デ ー タ 処 理 相 互 協 力 局)の 全 米8

地 区 に散 在 す る地 区 デ ータ セ ン タ]に おい て 使 用す る補 給 品 の在 庫 管 理

Svstemo
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LosAngeles

O

》 〆ピ
◎W。 ・hi・gt。n

(=・一・N.D.C.)

(2)背 景

発注にもとつ く消耗補給品の調達

(8地 区)

(50州237個 所)

a.実 態

イ.補 給 に 要 す る 時 間2～6週 間

ロ.各 事 務 所 ・ セ ン タ ー は 重 要 品 目 の 補 給 品 を 在 庫

ハ .過 剰 在 庫(数 千 ドル の 余 備 補 給 品)の 発 生 と 相 互 交 換 の 不 在

b.ManagementTaskForceの 提 案

イ.本 局 が 事 務 用 品 以 外 の 補 給 品 の た め の 機 械 化systemを 作 る こ と 。

ロ .事 務 用 品 の 補 給 品 の た め の 機 械 化 は 非 事 務 用 品 のsystemが 機 械

化 さ れ 評 価 さ れ る ま で 延 期 す る こ と 。

(3)Management設 定 の 期 待 利 益

。.調 達 時 間 の 短 縮

b.必 需 品 の バ ッ ク ア ッ プtン タ ー を 設 置 し 主 要 補 給 品 の 地 方 在 庫 を 削
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減 す る 。

c.一 括 調 達 に よ る 低 価 格 購 入 の 実 現 と 管 理 の 向 上 。

d.事 務 所 、 デ ー タ セ ン タ ー 間 の 重 複 在 庫 を な く し、 相 互 交 換 方 式 を 考

慮 。

(4)Management設 定 のsystem目 的

a.補 給 セ ン タ ー の 統 合(8カ 所 →2カ 所)

b.調 達 の タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム を72時 間(3日 間)以 内 に す る

こ と 。

c.手 始 め に 小 規 模 な 装 置 品 目(タ イ ヤ 、 テ ー プ 、 パ ネ ル 等)を 含 め る

こ と 。

d.将 来 、 自 動 車 部 品 、 消 耗 事 務 用 品 を 含 め る こ と を 考 慮 し て お く こ と 。

e.地 方 事 務 所 が 必 要 な 場 合 は い つ で も 資 材 の 使 用 状 況 、 在 庫 状 況 に 関

す る 情 報 を 入 手 し得 る よ う 準 備 す る こ と 。

(5)SystemSurvey中 に 考 慮 す べ きsystem機 能

a.調 達 処 理 機 能(補 給 品 の 受 注 処 理 機 能)

イ.72時 間 以 内 の 処 理

ロ .未 補 充 品 の 状 況 把 握

ハ .処 理 迅 速 化 の た め 、 送 り 状 、 指 図 書 、 所 在 ラ ベ ル の 作 成 自 動 化

二.使 用 個 所 別 使 用 品 目 の 情 報 要 約 の 把 握

ホ.調 達 量 の 多 い100カ 所 に つ い て の 出 荷 情 報 の 把 握

b.貯 蔵 機 能

イ.補 給 セ ン タ ー に お け る 現 行 在 庫 品 の 把 握

ロ.補 給 セ ン タ ー に お け る 在 庫 レ ベ ル をcontrolす る 手 段 を 作 る

'こと 。

ハ.受 領 書 、 納 品 書 の 作 成 、 処 理

二 .在 庫 管 理 資 料 を 作 成 し 、 各 事 務 所 等 へ 提 供 す る こ と 。

・補 給 品 支 出 額 の 予 測(週 毎)

・過 剰 品 目 の 警 告 書(〃)

ホ.在 庫 活 動 記 録 ● 整 理 ・保 存(3度 以 上 調 達 の も の)

・部 品 番 号 の 割 当 決 定
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へ.月 間 在 庫 状 況 の 要 約 作 成

c.調 達 機 能

イ.注 文 書 作 成 の 機 械 化

ロ .公 開 の 注 文 情 報 の 把 握

ハ .補 給 品 目 に 関 す る歴 史 的 情 報 を 把 握 し て お く こ と。

二 .販 売 業 者 に 関 す る歴 史 的 情 報 を 把 握 し て お く こ と 。'

d・ 経 営 管 理 機 倉旨 ・

イ.全 在 庫 品 目 の 標 準 的 カ タ ロ グ の 作 成 とmaintenance

ロ.完 全 な 在 庫 リ ス ト の 作 成 … … 現 物 棚 卸
、 在 庫 マ ス タ ー と の 照 合 用

ハ .会 計 の 目 的 の た め 在 庫 状 況 報 告 書 、 取 引 要 約 報 告 書 の 作 成

二 .調 達 品 目 に つ い て の 販 売 価 格 表 の 作 成 ・

ホ.30日 間 の 最 低 在 庫 水 準 の 決 定 と90日 の 再 注 文 点 の 準 備
、 在 庫

水 準 に 関 す る 手 作 業 事 務 手 続 を 考 慮 す る こ と 。

(6)Sy・temS・ …yTeamに 課 せ られ た 任 務

a.特 定 機 能 の 見 地 か ら 見 たfeasibilityanalysisとproposaI

b.代 替 案 と 勧 告 書 付 き の 概 略 的.9ystemdesign

c.必 要 な ら ば 補 給 セ ン タ ー と の 連 絡 装 置 の 提 案

d.経 営 に つ い て 必 要 な 何 ら か の 政 策 決 定 の 確 認

e.survey中 に な さ れ る 何 ら か の 仮 説 の 説 明

f・ 詳 細 設 計 と 運 営 全 般 のSystem開 発 計 画 の 作 成

g.新Systemの 運 営 の 有 効 性 を 評 価 す る 手 段 の 提 案

(7)S輪m・S・ ・veyPlanni。g

前 記a～fを 前 提 に し て 、surveyprojectのplanを 作 成 す る こ

と を 課 題 と し た 。

a.SurveyProjectTeam .

所 属:NationalDataCenterに お け るInternalEDPに 所 属

す る 。

イ ・Planning

ロ .InternalEDP

ハ .F .&A(Finance&Administration)
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.

二.R&D(Research&Developnle
nt)

ホ.ExternalEDP

へ ・NDPICent・ ・(N・ti・n・ID・t・P
・・cessirig'1。f。,m、ti。n

Center)

ト.EquipmentServices

b.PresentationとAppr6val

イ ・Planni・g結 果 を ・eni・ ・M'gm・
、 関 係 部 酩,ep。,、 し 承 認

を 受け る。

ロ .承 認 を 受 け たQち 、systemsurveyの 作 業 に と り か かb
、Data

G・th・ ・i・g→D・t・A・ ・ly・i・ 一・>D .R.S→P,。P。,alの 過 程

を 経 て ・ い わ ゆ るfeasiblli ・ty…d,と し て 。,e,M・gm,
、

DPM'gmtの 承 認 を 得 る 。 し か る の ち 本 格 的 左 .qystem設 計 の 各

phaseに 取 組 ん で い く こ と に な る 。

・S
ysremsSvrveyPlanningは 以 降 の 出 発 点 と し て 重 要 。

c・SurveyPlanningで 明 確 化 す べ き こ と
。・

イ.systemsurveyのtas .kとactivitiesを 明 確 化 す る こ と 。

ロ.genefalscheduleを た て る こ と
。

ハ .perSOnnelの 割 当 を 行 な う こ と 。

二 .実 施 コ ス ト の 見 積 り を 行 な う こ と 。

ホ.seniorM/gmt等 のreview
、checkpointsを 入 れ る こ と 。

テ

へ .evaluationの 規 準 を 明 ら か に し てk・ く こ と
。

d・SurveyTask

イ.Data .Gatheri1'}g '
ロ ・DataAnalysis`

ハ
・DesignRequirementStatement

二
.UserReview

ホ ・pr・p・ ・eP・ ・P・ ・
.・1

へ.M'
.9mtReview・.

e.PrgjectPlanningに 関 す る3Criteria

イ.Quality
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口,ResourCes

ハ .Time/Cost

前2者 を 満 足 す る こ と を ま ず 考 え る こ と 。

f.projectPlanningの 内 容(Method)

イ.TaskDefinition

ロ.DeterminationofCheckpoints

ノ、.Task/SkillAnalysis

.PersonnelAssignment

ホ.Estimating

へ .Scheduling

ト.Budgeting

g.所 与 のData(Budgeting)

イ.人 件 費$50/man-day

$30/DaySubsistence

ロ.往 復 旅 費

WashingtonD.C.→NewYork$100

→Boston/Atlanta$150

→Chicago'$200

→Houston/Denver$250

→Portland/L.A.$
.300

ハ
.完 成 ま で の 所 要 日 数90日

h.Presentation

イ.ReviewofthisProblems&Objectives

－ 問 題 の 定 義

r必 要 と さ れ るtask概 要

ロ.GeneralSchedule

－ 各taskの ガ ン ト チ ャ ー ト 化

－checkPointの 明 示

一 要 員 の 割 当
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ノ、 .011tputs

DataGatheringPlanとBudgeting(cost)の 表

－TaskvsSkillsRequired

・Day

・Task・

・Skills/Knowledge

●No.ofPeOPle

・Man-days

-DetailedTasksbyLocation

・Day

●Location

・Task

・No
.ofPeople

二.手 順

.Introduction

・Objectives

・Method(Objective
、Economical、Proctical)

■Presentation

i.Comment

イ.SurveyTaskとPlanningを 混 同 せ ぬ こ と 。

ロ.Survey↓(関 す る 事 前 打 ち 合 わ せ を す る こ と 。

ハ
.DataG'atheringの た め のsamplingの 必 要 性

対 象 地 区 を2地 区 に 限 定 しi予 めguidanceを 作 成 し て お く こ と 。

.UserReviewに は1週 間 程 度 を 与 え る こ と 。

ホ.Interview期 間 をoveriapさ せ 、feedbackさ せ る こ と 。

へ,DataGathe・ringとdataanalysisを 同 程 度 の ウ エ イ ト に

す る こ と 。

ト.PrOPOsalに4人 も.か か る 必 要 が な い 。

チ.ContingencyPlanning

Con.tihgencyが な け れ .ば 、uerreviewの2回 目 のfeedback
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が 短 縮 さ れ て 期 間 が 短 縮 さ れ て コ ス ト が 削 減 で き る 。

リ.M'gmtのski11を 入 れ る こ と 。
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B.DataGathering

systemsurveyお よびsystemの 詳 細 設 計 の 段 階 で 行 な わ れ るdata

gatheringは 、 現systemが 包 含 す る 業 務 環 境 の 中 か ら 、 適 切 なdata

(information)をcollectionす る こ と で あ る 。 そ れ に よb、 現 在 実 施,

さ れ て い るoperationのinformationflowお よびprocess
、function

等 か らsystemを 明 確 に す る と と が 出 来 、 そ の 範 囲(限 界)も 把 握 出 来 る 。

収 集 、 分 析 さ れ たdataは 、 現systemの 問 題 点 を 提 議 し
、management

へ のrequetrmentを 導 き 出 し て く れ る
。 そ の 結 果 、 開 発 さ れ る 新 し い

systemの 方 向 を 指 示 し 、 も し く は 決 定 を 可 能 に す る で あ ろ う 。

datagatheringの 間 、analystは 客 観 的 な 検 討 者 で あ り
、 又 、 適 切

な 情 報 の 検 索 者 で あ る こ と が 望 写 れ る 。 予 め 準 備 さ れ た 資 料 に よ る 結 論 や
、

先 入 観 、 主 観 等 に よ り 集 め ら れ たdataを 曲 解 し て は な ら な い 。

1.Informationの 分 類

datagatheringに 先 立 ちinformationを 分 類 し 検 索 の 準 備 を し な

く て は な ら な い 。 そ の 為 に 各dataに つ い て のcoding計 画 を 立 て る 。

例 え ば 、processに つhて はprocessNo、inputsNo、output

No、controls等 、 組 織 に つhて は 、section/dept'… … 等 に つhて

の 具 体 的 なcodingplanで あ る 。

叉 、documentに つ い て のinformationの 収 集 、fileに つhて の

informationの 収 集 も 必 要 で あ る 。 次 に そ の 主 要 な も の に つ い て 述 べ る 。

(1)1・p・t(t・ansacti。 。)

a.機 能 の タ イ プ(functiontype)

b・ 例 外(exception)と そ の 処 理 に つ い て の 規 則(rules)

c.分 量/予 定(volume/schedule)

d.コ ン ト ロ ー ル(controls)

(2)FiIes(master)

a.プ ア イ ル 内 の 情 報(デ ー タ)(information(data)within

file)
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、

b.更 新 の 頻 度(updatingfrequency)

c.シ ー ケ ン ス(Sequence)

d.分 量(volume)

e.影 響 を 及 ぼ す も の(aCCessibility)

(3)Reports(outputinformation)

a.情 報 の 分 野(範 囲)(fieldsofinformation)

b.シ ー ケ ン ス/構 成(sequence/structure)

c.頻 度(frequency)

d.配 分(何 時 、 ど こ で 、 誰 に)(distribution)

(4)Process、

a.情 報 の 流 れ(informationflow)

b.手 続/機 能(procedures/function)

C.計 算(calculation)

d.入 出 力 の 相 互 関 係.(input-outputrelationship)

e.コ ン ト ロ ー ル(Controls)

2.DataGatheringの 方 法

datagatheringの 方 法 に つ い て は 、 幾 つ か の 方 法 が 上 げ ら れ る と 思

う が 、 一 般 的 に は 次 の 様 な 方 法 で 行 な わ れ る 。

1)ド キ ュ メ ン ト の 収 集(documentgathering(collection))

2)現 場 に 参 加 し 観 察 す る 。(dbservation/participation)

3)実 務 の 要 約 を 把 握 す る 。(WQrksummary)

4)作 業 則 定(或 る 一 定 の 時 間 と 場 所 と に 於 い て)(actiyitysampling)

5)調 査(research)

6)質 問 状(書)(questionnaire)

7)イ ン タ ビ ュ ー(interviewing)

し か し な が ら 、 上 記2)、3)、4)に つ い て は 実 際 に は 余!1)行 な わ れ

て い な い が 、 作 業 の 性 質 や 内 容 等 に よ っ て は 有 効 な 方 法 で あ る 。

次 に そ の 各 々 に つ い て の テ ク ニ ッ ク 等 に つ い て 述 べ る 。
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(1)Documents

通 常interview叉 は 、 τesearchと 併 行 し て 行 な わ れ る 。docu-

mentsのgatheringに 際 し て は 、 相 手 に 対 し 何 に つ い て ど れ 位 の

dataが 欲 し い か を 予 め 知 ら せ て お く 必 要 が あ る 。

managementに 対 し て

a.組 織 図(OrganiZatiOnChart)

b,予 算(人 件 費&設 備 費)(budget(peaple&equipment))

c.計 画(特 に 将 来 に つ い て の 計 画 、 ど の 様 に し て 、 ど ん なplanか)

d.報 告 書(ど こ か ら 、 ど の 様 なreport.を 提 出 さ せ て い る か 等)

,作 業 担 当 者 に 対 し て(operatingpersonneゆ

a.作 業 手 順/方 策 の マ ニ=ア ル(procedure/policymanual)

b.TransactionSamples(特 に 様 式 等 の 未 使 用 の も の と 使 用 さ れ

た サ ン プ ル)

c.FileSamples

d.ReportSamples

/

(2)Observation

こ の テ ク ニ ッ ク は 、 自 分 が 実 際 に そ の 作 業 の 中 に 参 加 し 、 実 作 業 し 、

も し く は 観 察 し てdataを 収 集 す る 方 法 で あ る.し か し な が ら 、 こ の 方

法 は か な り 時 間 と 費 用 が か 〉 る と 云 う 欠 点 も あ る が 、 逆 に 、 自 分 自 身 で

作 業 等 の 相 互 関 連 が 確 認 出 来 る と 云 う 利 点 も あ る 。

a.informationの 流 れ

b.決 定 的 な 問 題 は(criticalproblem)

c・operationの 複 雑 性 は(complex)

d.人 と 機 能 の 相 互 関 係(personal/functionrelationships)

e.人 員 の 能 力(capabilitiesofpersonne1)

f.作 業 負 担(workloard)

g.例 外 の 取 扱 い(処 理)(exceptionhand!ing)

h.特 殊 な 情 報(と そ の 検 索)("ad-hoc"information(retrieval))

(3)WorkSu㎜ary

operatingに 於 け る 主 要 な 人 達 か ら 、 そ の 作 業 の 要 約 を 把 握 す る 方
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法 で 次 の 様 な 場 合 に 用 い ら れ る 。

a.時 間 の なh場 合

b.時 間 が あ っ て も、 こ ち ら に 人 的 資 源 が 無 く、 か つprOCessが 複 雑

で 多 岐 に 亘 っ て い る 様 な 場 合'

c.『 合 理 的 に そ の 様 なsummaryが 得 ら れ る と 判 断 出 来 る 場 合

d.作 業 手 順 が 書 式 化 し て い な い 場 合

e ..〃 .が 首 尾 一 貫 し て い な い 場 合

こ の 場 合 訪 ね る 相 手 の 人 選 が む ず か し く、、 こ ち ら で 用 意 す る 資 料 内 容

もsimpleな も の が 要 求 さ れ る 。gatheringす る 内 容 は(2)に 準 ず る 。

又 、 こ のworklsummaryで 問 題 の あ る 箇 所 を 把 握 し 、 そ こ を 重 点 的 に

(2)のobservationを 行 な う の も 有 効 な 方 法 で あ る 。

(4)ActivitySampling

全 体 の 中 で そ の 作 業 を 代 表 す る 場 所 を 選 択 し 、 そ こ で の 作 業 活 動 測 定

を行 な へ 実 測 値 と し て 統 計 的 に 分 析 し て そ の 傾 向 を 把 握 す る 方 法 で あ る 。

一 般 に 実 施 期 間 等 は 語 意 に 設 定 す る が
、 測 定 時 間 は 或 る 瞬 間(ご く短 い

時 間)を と ら え る の と 、 或 る 一 定 の 時 間(10分 と か20分)を 定 め て

行 な う方 法 と が あ る。い ず れ に し て も こ の テ ク ニ ッ ク は あ る 作 業 の 限 ら れ

た 範 囲 に 於 け る も の で あ っ て 、 こ の ま 〉 拡 大 解 釈 す る 事 は 危 険 で あ る 。

(5)Research

a.自 社 内 の 図 書 館 か ら 探 す 。(internallibrary)

b.商 売 上 の 競 走 相 手 か ら 得 る 。(competitivebusiness)

c.一 般 産 業 界 か ら

d .■メ ー カ ー か ら(equipmentmanufacture)

e.Consultant/SoftwareCompany

い ず れ に し て も、 よ り よ き 解 決 手 段 を 検 討 す る 資 料 を 得 る 為 の も の で

一 般 的 に は 他 の 方 法 と 併 行 し て 用 い ら れ る 。

(6)Questionnaires(回 収 率 は 普 通40%位)

広 い 範 囲 に わ た っ て 多 数 の 相 手 か らdataを 得 る こ と を 目 的 と し て い

る 。 従 っ て 対 象 と な る 相 手 も様 々 で 、 こ の 種 のgatheringに 於 い て は 、

特 有 の 質 問(状)が 必 要 と な る 。
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a.SpecificDhta

イ・.質 問 内 容 は 、yes/㎡oと は っ きb出 せ る 様 な 内 容 と す る こ と 。

ロ .答 を 文 章 で 求 め る 場 合 は 、shortanswerが 出 来 る 質 問 と す る 。

ハ .従 っ て 一 般 的 に は 、 幾 つ か あ る 答 の 中 か ら 選 択 さ せ る 方 法 が 有 効 。

b.PrepareQuestionnaires

イ ・.simplequestionsに す る こ と 。

ロ ・.簡 潔 なquestions

ハ .FormatedFOrm

c.利 点

イ.費 用 が 安 い 。

ロ ・.多 く の 対 象 か らdataが 得 ら れ る 。

ハ .広 い 地 域 に わ た っ て 具 体 的 な 数 字 が つ か め る 。

d・.欠 点

イ.誤 っ た 解 釈 か ら 答 を 出 さ れ る 可 能 性 が あ る 。

ロ.従 っ て 回 収 し た 答 の 信 愚 性 が 確 認 出 来 な い 。

ハ.回 収 期 間 が 長 い(3～4週 間)。

(7)Interviewing

そ れ ぞ れ 関 連 す る 業 務 の 管 理 者 、 監 督 者 、 実 務 担 当 が 対 象 と な る が 、

各 個 人 の 知 識 、 体 験 、 野 心 等 に ょ っ て 収 集 さ れ るdataは 主 観 的 で あb

公 平 性 に 欠 く 恐 れ が あ る 。 従 っ て 、,interviewは そ れ ぞ れ の レ ベ ル に

う ま く マ ッ チ す る 様 組 織 さ れ 、 準 備 さ れ な く て は な ら な い 。 質 問 内 容 等

に つ い て は 専 門 的 な バ ッ ク グ ラ ン ド が 必 要 と な ろ う し 、 情 報 に つ い て も

相 互 参 照 が で き 、 う ら ず け の と れ る 構 成 と し な く て は な ら な い 。

interviewに 於 け る 主 要Pointは 以 下 の 通 り で あ る 。 、

aＬinterview』 を 計 画 化 し 、 組 織 化 す る こ と(organizing)

イL組 織 図 の 作 成(organizationcharD

ロ 〔 活 動 又 は プ ロ セ ス の 選 択(selectactivityorprocess)

ハ .計 画 及 び 予 定 の 立 案(planschedule)

b.Interviewguideproce88の 準 備

イ ーSeniorManagementに 対 し て
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一 目 的 に つ い て(objectives)

一 費 用 に つhて(costs)

一 経 営(管 理)上 の 問 題 点 に つ い て(managementproblem)

一 期 待 利 益(経 済 性
、 サ ー ビ ス 等 に つhて)(benefits)

一 将 来 へ の 方 向(傾 向)(futuretrend)

ロ.OperatingManagersに 対 し て

一 組 織 と 機 能 に つ い て(organization&function)

一 予 算(経 費)(budget)

一 オ ペ レ ー シ ョ ン の 流 れ(operationflow)

一(現 在
、 将 来 に)必 要 な 情 報(informationrequirement)

一 計 画 の 変 更(planchanged)

一 問 題 点(problem)

-KeyPersonal

ハ .Operationa!personalに 対 し て

－process又 は
、 活 動 を 明 確 に す る(defineprocessor

activities)

一 イ ン プ ッ ト/ア ウ ト プ ッ ト(inputs/outputs)

一 フ ァ イ ル(files)

一 例 外 処 理(exceptionprocedures)

一 分 量/頻 度(volumes/frequency)

一 オ ペ レ ー テ ィ ン グ の 問 題(operatingproblem)

一 他 の 人 と の 相 互 関 係

c.Interview実 行 の 留 意 点

イ.interviewを 受 け る 者 に 対 し て

一 目 的 を 話 す こ と

一 人 問 対 人 間 と し て 対 話 す る こ と(humanrelationship)

一 単 刀 直 入 な 質 問 を す る こ と

一 答 え を 強 制 し な い こ と

(他 の 人 に 答 え て 貰 う 。 上 司 か ら 強 制 し て 貰 う)

一 記 録(テ ー プ レ コ ーダ
、 ノ ー トを と る)に 残 す こ と につ い て 了 解 を 得 る 。
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ロ .interviewを す る 者 が 注 意 し な け れ ば い け な い こ と が ら

一 答 え は 判 っ て い る と い う 態 度 を と る な
。

一 先 入 観 を ち ら つ か せ る な
。

一 議 論 し な い で 聞 き 役 に ま
..われ 。

一 専 門 語 を 使 う な
。(場 合 に よ り 相 手 の専 門 語 を 使 う の は 構 わ な い)

一 相 手 を 被 告 的 な 立 場 に お く な
。

(、Ex.他 の 人 は こ う い っ て い ま す よ)

一 い か に 終 り に す る か
、 ひ け ぎ わ が 難 し い か ら 考 え る 。

d.Document

(interviowし た 結 果 の 組 織 化)

interviewを 通 し 収 集 さ れ た 情 報 が 全 て 正 し い と は 限 ら な い 。 情 報

が 価 値 を も ち う る の は 、 適 切 に 関 連 ず け ら れ 解 釈 さ れ た と き で あ る 。

3.WorkShqp-PreparationofInterviewGuide

(1)課 題

下 記4部 門 のmanagerに 対 す るinterviewguldeを 作 成 す る 。

a.F&Achief(seniormanager)

b.WarehouseManager

c・Eq"ipm・ntS・ ・viceChi・f(s
.V・tc・M'9t・・t&・perat,i・n・ ・erM'grit)

d.OfficeManager

② 目 的

datagatheringの 一 手 段 で あ るinterviewを 通 し て 、 現 状sys-

.temの 理 解 を 深 め 、 重 要 な 情 報 が よ り 効 率 的 にgathering出 来 る 様 に

interview・guideを 準 備 す る 。

(3)各 部 門managerに 対 す るinterviewpoints例

a.Financial&AdministrativeChiefに 対 し て

イ.BasicOrientation

－ 各 部 門 の 組 織 に つ い て

・ 部 門 相 互 の 関 係 と 問 題 点 は

・部
、 課 相 互 の"
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一 そ れ ぞ れ の 機 能
、 責 任 、 義 務 及 び 権 限 に つ い て

一 目 的 翁 よ び 背 影 に つ い て

ロ.PresentActivities

－ 提 供 さ れ る 機 能 と 管 理 上 の 問 題 に つ い て

一 要 求 さ れ た レ ポ ー ト は ど のmanagerの 何 の 用 途 の 為 の も の か

ハPresentInformationRequirements

－ 情 報 の 源 泉 に つ い て

一 〃 利 用 〃

一 提 供 さ れ るdataの 妥 当 性 と 正 確 性

一 現 在 要 求 さ れ る 情 報 で 入 手 出 来 な い も の は

一 将 来 要 求 さ れ る 情 報 は

一 〇perationを 改 良 す る 為 に 欲 求 さ れ る 情 報 は

b'Wa「ehouse(8uPPlyCente「)Managerに 対 し て

イ.BasicOrientation

－ 局(事 務 所)に 残 さ れ た 現 状 の 組 織 関 係 に つ い て

一 そ れ ぞ れ の 機 能
、 責 任 、 義 務 お よ び 権 限 に つ い て,

一 目 的

ロ .PresentActivities

-wa .rehouse(supplycenter)に 於 け る 運 用(利 用)方 法

に つ い て

一 期 待 さ れ る 処 理 の 変 化

一 要 求 さ れ る 報 告 書

一 問 題 領 域

一 作 業 負 担 と そ の 分 量 等 の 統 計 数 値(表)

一 人 的 要 素(人 員)

ノ、 .FuturePlanning

－ 時 代(流 れ)の 方 向
、 傾 向 、 そ し て 予 期 す る 変 化

一 予 期 さ れ る 変 化 に 伴 う 問 題

一 現 在 は 利 用 出 来 な く と も 将 来 望 ま れ る 情 報 。data、 報 告 書
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c,EquipmentServicesChiefに 対 し て

イ.PresentActivities

-PrOgramの 管 理

一 期 待 さ れ るprOgramの 変 化

一 作 業 負 担 と そ の 分 量 等 の 統 計 数 値(表)

ロ.PresentInformationRequirements

－ 情 報 の 源 泉

'"の 利 用

－file
、recordxお よびdocumentのmeintenancA

－ 提 供 さ れ るdataの 妥 当 性 と 正 確 惟

一 現 在 要 求 さ れ る 情 報 で 入 手 出 来 な い も の

一 〇perationを 改 良 す る 為 に 欲 求 さ れ る 情 報

ハ ..:Presen.tManualandMachineProcessing

－ 情 報 の 流 れ に つ い て

－functionに 於 け る 処 理 所 要 時 間

一 計 画 の 変 更 及 び 増 加 す る 人 員 と 装 置 に つ い て

d.OfficeManager・

イ,Basic・Or.ientation

－ 地 区 の 組 織 に つ い て

一 そ れ ぞ れ の 機 能
、 責 任 、 義 務 お よ び 権 限

ロ .・PresentActivities

-managementreportは
、 ど の 部 門(課)の 何 の 目 的 の 為 に

要 求 さ れ て い る か 。

一 提 供 さ れ る 機 能 と 管 理 上 の 問 題 に つ い て

一 人 的 要 素 に つ い て

ハ .PresentInformationRequirements

-file
、record、documentのmeintenanceに つ い て

一 情 報 の 源 泉

一'の 利 用
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C.DesignRequirementsStatement(DRS)

1.目 的

DRSの 目 的 は 、 提 案 さ れ るsystemに つ い て の 基 本 的 設 計 を す る 前 に

projectの 目 的 を 明 確 に し 、 整 理 制 限 を し、userの 要 件 を 満 足 す る べ

く 要 件 を 明 記 す る 。

DRSのreviewは"問 題"に つ い て 、userとmanagementに 報 告

さ れ る 。

、

2.ApProach/ComponentsofDRS

(1)UnderstandingtheExistingSystem

existingsystemの 組 織 の 中 の 情 報 や 、documentの 流 れ 、system

を と りAく 環 境 、 他 の 関 連 あ るsystemと の 相 互 作 用 を 確 証 す る こ と に

よ り 、existingsystemを 理 解 す る 。

(2)ProblemDefinition

existingsystemを 理 解 す る こ と に よ りsystemの 問 題 点 と 欠 陥

を 指 摘 す る こ と が で き る 。

(3)Objectives(Compoment-1)

newsystemの 目 的 はexistingsystemで の 問 題 点 に よb明 ら か

に す る こ と が で き る 。 し か しSystethの 目 的 は 単 に 現 状 を 理 解 し 、 解 決

す る こ と ば か り で な く 将 来 に 於 い て の 計 画 、 成 長 な ど が 重 要 に な っ て く

る 。

(4)Constraints(Compoment-2)

制 約 はsy.:temsAnalystのcontrolで き な い 条 件 、 状 況 、 方 針 の

こ と で あ る 。 そ れ ら の 条 件 を 記 述 す る こ と に よ り 境 界 や 制 限 を 明 ら か に

し 、 可 能 なsystemに す 、る こ と が で き る 。

条 件 の 例 と し て は

a.ExistingHardware

b.SoftwareSystems

c.LegalRequirements(FederalTaxRequirements)
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d.Etc

(5)Assumpti・ns(C・mp・nent-3)

こ れ ら 不 明 確 な 条 件 は 全 て 記 述 し 、 そ の 条 件 に 対 し て 、 ・ 仮 に … … …

で あ れ ば"と い う 定 義 づ け を 行 な う 。

managementは そ の 定 義 づ け に 於 い ては 、全 てreviewし 解 決 し な け れ

ば な ら な い 。

(6)Inputs/Outputs(Component-4)

newsystemに 於 け る 主 なinputs/outputsを 記 述 す る 。 こ の 段 階

で の 目 的 は 、 詳 細 なdesignを 行 な う の で は な く、user要 件 を 満 足 さ

せ る た め のoutputsと そ れ に 必 要 なinputsの 種 類 と 名 称 を 列 記 す る

だ け で よ い 。

3.WorkShoP-PreparingofDRS

(1)課 題

a.特 定 の 要 件 に 対 す るoutput要 素 を 、 要 求 を 満 足 す る た め の 方 法 を

示 す こ と に よ り 明 ら か に す る 。 ・

b.IlnputとOutputに 於 い てoutputを 作 成 す る の に 必 要 なinput

を 示 す 。

c.要 件 記 述 書 を 完 全 に す る た め に 付 加 条 件 が あ れ ば 追 加 す る 。

(2)目 的

ProblemDefinition、SurveyPlan、DataGatheringb

DataAnalysisの 各surveytaskに よb得 た 情 報 を も と に 以 下 の

事 項 に つ い てuser向 け の 報 告 書 を 作 成 す る こ と に あ る 。

a.ListofProblem

b.ImformationFlow

c.Oblectives(Requirements)

d●Constraint8'

e.Assumptions

㌔1・p。t・

9・Outputs
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(3)Approach

a.Outlineの 設 定 に つ い て

DRSを 作 成 す る 前 に 、 構 成 要 素 に つ い て のoutlineをfいpflop

に よ り 示 す 。

app[icati6nの 領 域 を ど こ ま で や る か の 判 断 、requirementに

関 す る 制 約 、newsystemに 対 す る 制 約 な ど 。

System

Application
Problem Request

'

Other Constra加t Assumption

・Purchasi'ng ・lrurn - 、
・Critical ・Warehouse

round 一1day の統合
Time

・SUpply ・Non一

Handling& CriticaI

Record 一1week

Keeping
「

・事 后承 認 一

監査
'Accounting

'Inventory

Control

/＼ /
/ '

こ のworkshopに 於 い て はappiicationと し て"Supply

Handling&Recordkeeping"に つhて 扱 う 。

b.記 述 内 容 と 付 加 情 報 に つ い て

イ.ListsofProblem

提 案 さ れ たSystemに 対 し て の 問 題 点 の 定 義 を す る 。

一 現 行systemで のturnaroundtimeが 長 す ぎ る 。

一 補 給 品 在 庫 の 重 複

一 必 需 品 のcost周

回.InformationFlow

現 存systemに 於 け る 情 報 の 流 れ を.作 成 す .る こ と に よb、 現 在 の
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・

b

r

問 題 点 、new.Systemに 関 す る 目 的 を 明 ・ら か に す る こ と が で き る 。

-purchaseorderに よ る 伝 票 の 流 れ を 示 す 。

-shippingorderに 対 す る 各departmentで のprocessを

明 ら か に す る 。

{剰 え ぱ:regionaloffice/accountingdepartment

warehouse、SupPlycenter

ハ .Objectives(Requirements)

supplyhandling&recordkeepingに 於 け る 要 件 をuser

service、management、apcountingに つ い て 明 ら か に.す る 。

-turnaroundtimeの 短 縮

一 在 庫 量 の 正 確 な 把 握 に よ る 品 切 れ
、 重 複 を な く す 。

-supplycenterの 減 少

一 予 算 管 理

二.Constraints

-accountingrule(1件 当 り$100を こ しftら 承 認 を 要 す

る)

-computercenterが 分 散 さ れ て い る
。

ホ.Assumptions

-computercenterを 一 ケ 所 と し 各warehouseと のon-line

を は か る 。

-localofficeで の 調 達 を や め る
。

へ.lnputs

－ 請 求 伝 票

二 業 者 納 品 書

ト ・Outpu・ts

－ 在 庫 状 況masterlist

－ 調 達 ・未 調 達li、t'

一 補 給 品cost表

一 事 務 所 別 支 出 明 細 表
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c.WorkShopのPoint

イ.DRSの 目 的 はnewsystemに 対 す るuserの 同 意 を え る も の で

あb、userorientedで な け れ ば な ら な い 。

提 案 さ れ たsystemに 対 す る 問 題 点 が 横 道 に そ れ て い な い か ど う

か の 確 認 を す る 。

DRSの 記 述 は 詳 細 なdesignを 含 ■ な い 。

ロ .不 明 確 な 条 件 に つ い て は 、 そ の 条 件 を 解 決 す る ま でprojectは

進 行 さ れ る べ き で な い 。

ハ .DRSのreviewはprojectを 進 行 さ せ る か ど う か の 判 断 に な る 。

二 .DRSの 記 述 に よ りsystemproposalが 作 成 さ れ る 事 を 留 意 す

る 。

■

■
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D.SystemsDesignProposal

1.目 的

こ の 提 案 書(Proposal)はSystemsSurveyPhaseに 於 け る3つ のdo-

cuments(TheProjectPlan、TheDes三gnRequirementsState-

ment 、bそ し てTheSystemヨDesignProposal)の う ち の1つ で あb、

通 常 、managementteよ び 、USerに 提 出 さ れ る 。 当 提 案 書 は 、 又 、SyS_

temの 実 現 可 能 性 を 組 織 的 な 面 か ら 、 技 術 的 な 面 か ら 、 経 済 的 な 面 か ら そ

れ ぞ れ 論 述 し た も の で あ り 、Systemの 提 案 に 際 し て は 、 代 替 案 を 提 出 す

る こ と に よ り 、 よ り 明 確 な 型 で 提 出 さ れ る べ き で あ る 。

⑨

2.Proposa1の 内 容

な お 、 当 提 案 書 に 記 述 す ぺ き 内 容 に つ い て は 次 の 通 り で あ る 。

(1)
.D・ ・jg・

a.StatementsofDesign

systemsanalystとsystemsdesignerが 中 心 と な っ てsystem

designの 全 体(totalsy就ems)を 記 述 す る 。

全 体 的 に 平 易 にsystemflowchart等 を 使 用 し て 機 能 、 構 成 、

動 作 方 式 、 利 用 者 側 で の 問 題 点 等 を 附 記 す る 。

一 参 考 －syStemの 要 素(systemcompoments)

イ.入 力 の 準 備

ロ.出 力 のhandhng

ハ .;・utine処 理

二.例 外 処 理 宕 よ び 障 害 処 理

ホ.制 御(Systemの)

へ.他 のsystemと のinterface

等

b.SystemModules

systemを 構 成 す る 各 要 素 の 部 分 部 分 を 主 要 な 機 能 に つ い て 記 述 す

る 。
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・ ・AlternativeInput/0。tput

代 替 的 な 入 力 お よ び 出 力 の リ ス ト を 提 示 し て 記 述 す る 。

d.DataBaseDesign

data・baseの 総 括 的 な 説 明 を 行 な う
。 ま た 、 使 用 す る 媒 体 、system

fi1・ の 太 き
.㍉fili・gfi式 ・fjl・ の 許 容 範 囲 等 も概 括 的 に 附 記

す る 。

イ.TypeofDataBase

ロ ・Organization

ノ、 .Media

二 .Record(長 さ 、 大 き さ 、 量)

(2)Sy・t。m,C。 。、id。,ati。n

a.
、AddedResourcesRequired

新 規 に 必 要 と さ れ るreSource(hardware 、 要 員 、 等)に つ い て

記 述 す る 。 こ れ はcn・Rtに 影 響 す る の
.で 必 ず 記 述 す る 。

b.NewProceduresRequired

新 規 の 処 理 手 続 を 記 述 す る 。

c.そ の 他

イ ・繊 的 媛 更(・ ・gani・a・i。 。a1・hang,、)

ロ .新 規 叉 は 新 設 さ れ る 業 務(newjobs)

ハ .移 行 時 の 問 題 点(conversion-problems)

二 ・ 開 発 の 戦 略(dev・1・pm・ ・t・t・at。gy)

(3)Cost/Benefits'

そ れ ぞ れ の 代 替 案 に 対 し てvcostと そ の 利 点 を 記 述 す る
。

a・NewOperatingCosts

特 に 運 営 費(Systemの)は 重 要 で あ る 。

b.Benefits

利 点 をtangibleな 面 か らintangibleな 面 と そ れ ぞ れ に 記 述 す

る 。

e.DevelopmentCost

Systemの 開 発 費

一64一
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(4)D…1・p… ・Pt・ ・/S・h・d。1,rS。dg。,

a.DevelopmentPlan

開 発 計 画 は 醜 の 定 義 を
・ 限 ら れ た 醐 傾 員 、 馴 、 物 、 舗)

を 使 用 し て ど の よ う に し て 達 成 す る か を 記 述 す る
。

b.Schedule'

鯛 を 明 記 す る ・ 各 期 間 ご と に ど の よ う な ・askを 達 成 す る か の 期

間 計 画 で あ る 。 ・

c.Budget

developmentの 予 算 で あbvdevelopmentcostで も あ る
c

3・W・rkSh・P-Sy・t・insら,ig。P
r。。。、。1

(1)課 題

・ ・DRS(・y
.・temsD…g・S・ 。t。mAn,)、,従 。 て

イ.代 替 案 作 成 の た め の 比 較 基 準 の 設 定

ロ.上 記 イ .に 従 っ て 比 較 表 の 作 成

ハ
.比 較 表 に 従 っ てproposalを 作 成 す る 。

(2)Objects

・ ・manag・m・ ・t・eよ びuse・ 閲 し
、 代 替 案 を 添 え た,,。P。,alを

提 出 す る こ と 。

b・P・ ・p・sa1は ・・e・tsxびmanag・ ・ が 理 解 し や す く
、 判 断 し や す

い 形 に す る こ と 。

(3)APP・ 。ach

a・ 繊 的 ・ 経 済 的
・ 技 術 的 醐 用(充 足 度)等 の 観 点 か ら 、 比 纏 準

、

お よ び 、 そ の 基 準 を 明 確 に す る 基 準 表 を 作 成 す る(別 表
、 比 較 基 準 表

例)。

b.そ の 比 較 基 準 表 に 則 っ てDRSの 結 果 を 分 析 し
、 代 替 案 を 作 成 す る

(別 表 、 代 替 案 比 較 表 例)。
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比 較 基 準表

ー
①

O
ー

有 形 無 形

''"欠

点

代

案C
riteria

l

Tangible Intangible

Advantage Disadvantage Advantage Disadvantage

A B A B A B A B 概 況

組 織 的 Big Much
Big

Inpactの 大 小

技 術 的 Simple Diffi-

cult

難易度の大小

経 済 的 Low High Costの 大 小

効用(充 足度) 90% 100%

Requirements

に 対 す る充 足 度

(%)

概

説

syst㎝ の 柔軟 性

(拡 張、 保 守)

syst㎝Lの 柔 軟性

(拡 張 、 保 守)



代替 案 の比 較表

Facts ProblemS Requirements

,。1。,・ 。n/.

#1 #2 #・/

1.

2.

3.

4.

4～6week 1week

一 一、 ノー/ 一

問題 に な ってい る事 実(例 要求 →4～6wwks)

(4)WorkShopのPoint

a.proposalはuser、managementに 対 す る 決 定 を あ お ぐ た め の 説

明 書 で あ り 、user、managementorientedで な け れ ば な ら な い 。

b.従 っ て 、 比 較 基 準k・ よ び 基 準 表 はuser、managementが 明 確 に 理

解 出 来 る 形 で 表 わ さ ね ば な ら な い 。

c.技 術 用 語 、 専 門 用 語 の 使 用 は 極 力 さ け る べ き で あ る 。

d.DRSの 結 果 に 忠 実 で あ る こ と 。

e.代 替 案 の 作 成 段 階 でanalystは 、 自 分 の 好 み は な る べ く さ け る こ

と 。 す な わ ち 、profetionalな 立 場 を と る こ と 。

f.代 替 集 中 か ら ど の 案 を 選 択 す る か は 、userな い し 、management

が 決 定 す べ き も の で あ り 、analystは そ の 決 定 に な る べ く 口 を は さ

む べ き で な く 、 又 決 定 さ れ 、 選 択 さ れ た 案 に 従 っ て 行 動 し な け れ ば な

ら な い 。

g.あ る グ ル ー プ の 提 案systemに は 、NIPPON、SAMURAIと い っ た.語

呂 あ わ せ 的 略 称 がSuq.gestさ れ た 。'proposa1をuser、manage-

mentに 印 象 づ け る こ と も 大 切 で あ る 。
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〔附 表 〕

ANALYSISOFTYPICALCONTROLPOINTSBYPROJECTTYP£

ProjectT
ype

Contrく)1Points

Long-Term

Development

Short-Term

Development

Matntenance

Modificatlon

Maintena

Rescue

ProjectInitiat↓on

ProlectSelection X X

.

L

ProiectAuthorization X X

Plaminq X

PersonnelAssignment X

Estimatinq X

Scheduling X X X X

Budqetinq X X

ProjectPulfillment

SvstemStudy-FirstStaqe

.F.」

X
.

SystemStudv-ComPletlon X .

SystemAnalysisCompletion X

1.

2.

3.

4.

5.

6,

7.

8.

9.
.

10,
.

11.SvstemDesiqn-DataBase.

1各.
.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.・

20.

2

X

SvstemDesiqn-Completion ・X X

Proqrammlnq-CodinqComPletion X X X
. －

ProcramTestinq-FirstStaqe X X

「

ProqramTestlnq-FlnalStaqe X X X X

SvstemTestPlanCompletiOn X

r

.

.

SvstemTest-InterimStaqe X

Svstem.Test-ComPletion X

「

X X X

VolurneTestPlanCompletlon X X

ProjectConcluslon

Pre-ConversionPreP.CornPletlon

.

X X

.-

.

.

.

1. .Post-lmplementatlonAudlt X・ X X X

■
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シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス の 現 状 と将 来

一 ディックH・ ブランドン社長 ・特別講演 一
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rv情 報 シ ス テ ム 開 発 の た め の'

シ ス テ ム ズ ・ア ナ リシ ス の 現 状 と将 来

一 ディックH・ ブランドン社 長 特別 講 演 一

●

コ ン ピ ュー タの性 能 に比 して 上昇 して い な い人 間サ イ ドの効率

先 ず 次 の表1を み て頂 きたい。

表1年 代 別 コ ン ピュー タ設置 セ ・ ト数 と平 均 価 格、 性能 、 人件 費

≧ 別＼
コ ン ピ ュ ータ

設置 セ ッ ト数
平 均 価 格

性 能
(注1)

人 件 費
(注2)

1951年

1959年

1964年

1971年

10

3ρ00

16,000

75,000

$3ρ00ρ00

$1,20Cρ00

$700,000

$410,000

$25.00

$2.00

$0.23

$⑪17

/

$4.50

$5.30

$7.00

(注1)10万 桁 の計 算 コス ト

(注2)プ ロ グ ラム1イ ンス トラク シ ョンを作 成 し、 処 理す るに

要 す る人 件 費。

1964年 は 第2世 代 の コ ン ビ=一 夕 の 設 置 が 始 ま っ た 年 で あ る 。1971

年 に お け る 設 置 セ ッ ト数75,000セ ッ ト と い う数 字 は ア メ リ カ 人 口 の2,500

人 に1セ ッ トの 割 で コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 ま た

性 能 は20年 間 に1,300倍 増 大 し て い る こ と が わ か る 。

こ の 表1は 、 コ ン ピ ュ ー タ の 価 格 の 減 少 、 性 能 の 著 し い 増 大 に も か か わ ら

ず 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 う 人 間 の 効 率 は む し ろ 減 少 し て い る こ と を 我 々 に 教 え

て く れ る 。

以 上 の 点 を こ ん ど は コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー サ イ ド の 予 算 面 か ら な が め る

こ と に し よ う。EDPシ ス テ ム に 関 す る ユ ー ザ ー の 平 均 的 予 算 を 考 え て み る

と 、 主 要 コ ス トは 次 の3つ か ら 構 成 き れ る 。
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1.機 械 装 置 費(EquipmentCost)

2・ オ ペ レ ー テ ィ ン グ 要 員 費(OperatingPersonalCost)

3.計 恒 よ び シ ス テ ム 設 計 費(PIanningProgra㎜ing&Systems

DesignCost)

機 械 装 置 費 は 年 間 の レ ン タ ル 料 か ら 、 ま た オ ペ レ ー テ ィ ン グ 要 員 費 は そ の

要 員 の 年 間 賃 金 を 計 算 す る と ・ 簡 単 に は じ き 出 す こ と が で き る 。 し か し 計 画

お よ び シ ス テ ム 設 計 費 は 長 期 に ・か た っ て 支 出 さ れ る の で 、 を の 年1年 間 だ け

の 費 用 で み る こ と は で き な い 。 一 応 シ ス テ ム ・ ラ イ フ を5年 と し
、5年 間 の

累 計 費 用 を5で 割 っ た 数 字 を 使 う こ と に す る 。 あ る 一 定 単 位 量 を 処 理 す る 場

合 の こ れ ら の3つ の 費 用 関 係 が 時 の 経 過 と と も に ど の よ う に な っ た か を 図1

で 示 す と 次 の よ う に な る 。

,

1951年

図L

機械 装 置 費

1964年 1971年 1980年(時 間)

ま た こ れ を コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 全 費 用 に 対 す る 各 費 用 の 割 合 で 示 す と 次

の よ う に な る 。(図2参 照)

計 画 お よび 図2・ 全費用 に対 す る各費 用 の 割合 い

システム・デザイン費
オペレーション

1951年

詮よび
機 シス ム ・

械%デ ザ ィ 費装
3233%

置35%

オペレーション

要 員費

1971年
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φ

1980年 に は ・3・ ・,… セ い の ・ ン ピ ・ 一 夕 が 設 置 さ れ て い る と 予 想 さ

さ れ て い る が ・ ・ セ ・ ト勤 の ・ ン ピ ・ 一 夕 関 係 費 用 を 平 均 ・・。
,・・。 ド ル と

す る と ・ 総 額12・'…(百 万)ド ・・va相 当 す る 費 用 が
、 儲 シ ス テ ム の 開 発 、

運 用 噸 や さ れ る こ とvaな る .こ れ は 、 現 在 の 自 動 車 産 業 の4倍 、 、98。

年 の 予 想GNPの ・%と い う 数 詞 な る
.・ れ を 上 記 の 比 率 で 按 射 る と 、

1980年 に は ・ 繊 装 置 費 は30,000(百 万)ド ル 、 要 員vaee係 す る 費 用

(オ ペ レ ー シ ・ 写 員 費
、 計 画 よ び シ ス テ ム ・デ ザ イ ン 費)に9。 ,。。。(百

万)ド ル と い う こ と に な る .故 現 在 の オ ペ ・ 一 シ 。 ン 、 計 畦 よ び シ ス テ

ム'デ ザ イ ン ・ ブ ・ グ ラ ミ ン グ 要 員 の 数 は 現 在 ・50万 人 で あ る が
、 従 来 通

bの や 肪 で 行 な う と す る と ・1980年tlceま3倍 の450万 人 が 必eevaな

る と 予 想 さ れ て い る 。 ._.

こ れ は20入 に1人 の 割 合 で コ ン ピ ュ ー タ 要 員hs必 要 だ と い う 数 字 に な る
。

こ ん な こ と は と う て い 実 現 不 可 能 で あ る
。 し か し な が ら 現 行 の や り 方 を そ の

ま 踏 襲 し て い る と こ の よ う 鱈 態 に い つ カ・は 直 醜 ざ る を え な い で あ ろ う
。

`

マ ネ ジ メ ン ト.コ ン トロ ー ル の 再 検 討

上 述 の こ と か ら し て ・
一 こ れ か ら の マ ネ ジ 。-va必 要 な こ と は 、 そ の 関 心 を

機 械 装 置 に 対 す る コ ン ト ・ 一 ル か ら、 人 間 に 対 す る ・ ン ト ・ 一 ル に 移 さ ね ば

な ら な い と い う こ と で あ る 。 そ の た め に は1)方 法 論 の 大 幅 な 変 更
、

2)各 資 源 に 対 す る 新 た な コ ン ト ロ ー ル の 方 法 が 開 発 さ れ ね ば な ら な い
。

こ の セ ミ ナ ー で は シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス に 関 す る 方 法 論 に つ い て 研 修 を

行 な う わ け で あ る が 、 こ こ で は 第2の 資 源 に 対 す る コ ン ト ロ ー ル
、 す な わ ち

マ ネ ジ メ ン ト'コ ン ト ロ ー ル に つ い て
、 話 を 進 め る 。

で は ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル と は 何 か?

そ れ を 私 は 次 の よ う に 定 義 す る 。

"わ れ わ れ の 目 的 を 達 成 す る 能 力"

で は 目的 と は 何 か?そ れ を 次 の よ う に 定 義 す る
。

"カ ス トマー の 要 求 を 満 足 さ せ る 物 を 作 る こ と ・・

情 報 シ ス テ ム に お い て も 、 そ の 物 が シ ス テ ム ヴ ザ イ ン で あ ろ う と
、 レ ポ

ー ト で あ ろ う と
、 情 報 で あ ろ う と 、 カ ス トマ ー を 満 足 さ せ る 物 を 作 る こ と が

最 大 の 目 的 で あ る 。
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カ ス ト マ ー を 満 足 さ せ る に は 、 カ ス ト マ ー が 欲 す る 物 を カ ス ト マ ー が 満 足

す る 程 度 の 、1)正 確 度 、2)予 算 、3)期 限 で 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

し た が っ て コ ン ト ロ ー ル と は 次 の3つ の エ レ メ ン ト を コ ンFロ ー ル す る こ

と を 意 味 す る 。

1)製 品 の 質(QualityoftheProducts)

2)製 品 の コ ス ト(Costwhichareproducing)

3)製 品 を 作 成 す る 時 間

,

メ ジ ャ ー一 の 開 発 が 必 要

製 品 の 質 を 保 障 す る に は 質 を 計 ろ メ ジ ャ ー が 必 要 と な る 。 こ れ は ス タ ン グ

ー ド と も い え る
。 同 様 に コ ス ト と 時 間 を 測 定 す る ス タ ン グ ー ド も 必 要 で あ る 。

こ れVCは 次 の2つ の タ イ プ が あ る 。

1.メ ソ ッ ド ・ス タ ン 〆 一 ド(MethodSとandard)

2.パ ー フ ォ ー マ ン ス ・ス タ ン グ ー ド(PerfGrmallCeSLa.ndard)

メ ソ ッ ド ・ス タ ン ダ ー ド と は 作 業 方 法 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て 以

下 の よ う な こ と を コ ン ト ロ ー ル し た り 、 挙 措 し た り す る た め の も の で あ る。

1)シ ス テ ム お よ び プ ロ グ ラ ム ・ メ ン テ ナ ン ス 費

2)製 品 の 質

3)担 当 者 の い か な る 変 更 に も 対 応ti－ き る こ と 一■ す な わ ち そ の シ ス テ ム 自 .

体 が 入 国 と は 独 立 性 を 保 持 で き る も の で あ ろ こ と、(現 在 ア メ リ カ で は ・

3.5年 で 職 場 変 更(昇 進 、 配 転 、 離 職 等 で)が 行 な わ れ て い る 。)

4)パ ー フiー マ ン ス ・ ス タ ン ダ ー ド を 作 成 す る た め 。

パ ー フ ォ ー マ ン ス ・ス タ ン ダ ー ドは 次 の こ と を 行 な え る よ う に す る た め の

も の で あ る 。

1)資 源 、 時 間 の 見 積 り

2)資 源 、 時 間 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

3)質 源 、 時 間 の 評 価

(特 に 今 日 ア メ リ カ で は 違 っ た 仕 業 を し て い る シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ ス

トの 評 価 を す る こ と は 非 常 に む ず か し い と さ れ て い る 。)

'
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`

ス タ ン ダ ー ド.マ ニ ュ ア ル の 作 成

こ れ を 現 実 の 場 で 使 え る よ う に す る た め に は 、 ス タ ン ダ ー ド ・マ ニ ュ ア ル

と い う形 に し な け れ ば な ら な い 。 ス タ ン ダ ー ド ・マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る た め

に は あ ら か じ め 次 の 作 業 が 必 要 と な る。

1)メ ソ ッ ド ・ス タ ン ダ ー ド と パ ー フ ォ ー マ ン,i(・ ス タ ン ダ ー'ド の 明 確 な

定 義

2)情 報 シ ス テ ム の ポ リ シ ー の 設 定

3)ツ ー ルk・ よ び テ ク ニ ッ ク の 定 義

ア メ リ カ で は 情 報 シ ス テ ム 開 発 部 門 と 、 ユ ー ザ ー 部 門 と の 関 係 が あ ま り う

ま ぐ い っ て い な い と 考 え ら れ て い る 。 そ の 理 由 は1)コ ス ト の 予 測 が 不 十

分 で あ る 、2)資 源 の ス ケ ジ ュ ー ル 化 で 十 分 成 果 を あ げ て お ら ず 、 ユ ー ザ

ー の 不 信 感 を も た ら し て い る か ら で あ る
。 こ の 問 題 を 解 決 す る に は 、 ス タ ン

グ ー ド ・ マ ニ ュ ア ル を 開 発 し 、 そ れ を 使 っ て 新 し い 要 員 と ト ッ プ を 含 め た ユ

ー ザ ー の 訓 練 を し
、 ユ ー ザ ー と の 相 互 関 係 を 改 善 し な け れ ば な ら な い 。

ス タ ン ダ ー ド ・ マ ニ ュア ル は 通 常 次 の3つ の セ ク シ ・ ン に 分 け る 必 要 が あ ・

る 。

1.業 務 環 境 の 記 述

2.メ ソ ド ロ ジ ー 、 ま た は テ ク ノ .nジ ー の 記 述

3.リ ソ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トの 方 法 論 の 記 述

1.業 務 環 境 の 記 述

こ れ は さ ら に 次 の3つ の 分 野 か ら 明 らか に さ れ る 。

1)ポ リ シ ー 、 方 式 、 各 資 源 に し た が っ て 各 々 の 責 任 の 所 在 を 明 ら か に す

る 。

2)マ ネ ジ ャ ー 、 ユ ー ザ ー 、 情 報 シ ス テ ム 開 発 部 門 名 々 が 何 を 提 供 す る の

か 、 す な わ ち 各 々 の 責 任 に し た が っ て 、 各 々 の 作 成 す る 製 品 の 相 違 を 明

確 に 定 義 す る 。

3)上 記 の 製 品 を い か に 作 り だ す の か 、 す なDち 各 機 能(function)を

明 ら か に す る 。

4)上 記 項 目 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 各 人 聞 の 責 任 を 明 確 に リ ス ト

ア ッ プ す る こ と が で き 、 そ れ κ し た が っ て 組 織 を 明 確 に す る 。
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5)ハ ー ドk・ よ び ソ フ ト の 技 術 に 関 す る 環 境 を 明 ら か に す る 。

2.メ ソ ド ロ ジ ー の 記 述

こ れ か ら果 そ う と す る 機 能 上 の ソ ー ル 、 技 法 、 プ ロ セ ス 上 で の 方 法 等 を 明

確 に し な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 、

イ

ロ

八

二

ホ

へ

ユ ー ザ ー の 要 件 の 理 解

シ ス テ ム ズ ・ ア ナ リ シ ス

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

プ ロ グ ラ ム の メ ソ ッ ド と か テ ク ニ ッ ク

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 要 件

オ ペ レ ー テ ィ ン グ の 方 法

と い つ た も の が こ れ に あ た る 。 こ れ は 一 種 の バ イ ブ ル(原 理)の よ う な も

ゐ で あ る 。

3.リ ソ ー ス ・ マ ネ ジ メ ン ト の 重 視

こ れ が 最 も む ず か し い も の で あ り 、 名 資 源 を い か に マ'ネ ー ジ す る か を 説

明 す る も の で あ る 。 そ の 前 提 と し て 上 述 の メ ソ ・ ド ・ ス タ ン ダ ー ド 、 パ ー

フ ォ ー マ ン ス ・ ス タ ン ダ ー ド の 確 立 が 必 要 で あ る 。 そ れ に し た が っ て 次 の

よ う な も の の 各 々 に 対 す る マ ネ ジ メ ン ト ・ ス タ ン ダ ー ド を 開 発 し な け れ ば

な ら な い 。

イ ブ ロ ジ ェ ク ト..・ プ ラ ン ニ ン グ ・ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム

(ProjectPlanningControlSystem)

ロ プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ プ ラ ン ニ ン グ ・ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム

(ProductionPlanningControlSystem)

ハ マ ネ ジ メ ン ト ・ レ ポ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

(ManagementReportingSystem)

二 長 期 計 画 シ ス テ ム(Long-RangePlanningSystem)

こ れ ら を 総 称 し て 私 は コ ン ト ロ ー ル ・ メ カ ニ ズ ム と 呼 ん で い る 。

新 し い 組 織 概 念 の 導 入

こ の ス タ ン ダ ー ド ・マ ニ ュ ア ル を 便 っ て 有 効 な シ ス テ ム を 確 立 す る た め に

は 、 組 織 の 変 更 が 絶 対 条 件 と な り 、 ア メ リ カ で は 新 た な 組 織 の 性 質 と か 、 前
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■

提 条 件 の 研 究 が 進 め ら れ て い る 。

マ ネ ジ メ ン ト の 機 能 自 体 は 簡 単 に 定 義 で き る
。

1)ス ー パ ー ビ ジ ョ ン(Supervi8ion)

2)ア ド ミ ニ ス ト レ ー シ ョ ン(Admimistration)

3)プ ラ ン ニ ン グ(Planning)

4)コ ン ト ロ ー ル(Contro】)

5)ポ リ シ ィ ー メ ー キ ン グ(PolicyMaking)

が そ れ で あ る 。

今 日 ア メ リ カ の マ ネ ジ ャ ー は 、 上 記1)、2り に つ い て は か な り よ ぐ や

っ て い る 。 し か し3)か ら5)ま で に つ い て は 十 分 経 験 を 経 な い で マ ネ ジ ャ

ー に な っ て い る
。 ま た 現 在 の 組 織 形 態 で は1)と2)の 機 能 を 果 た す の で 手

一 杯 で
・ ト ・ ブ と か 、 ユ ー ザ]部 門 の マ ネ ジ ャ ー と 会 う余 裕 も な い の が 現 状

で あ る 。

そ こ で 新 し い 組 織 概 念 が 必 要 と な る 。 そ の た め に は 次 の よ う な 事 を 考 慮 し

な け れ ば な ら な い 。

1.次 の3つ の レ ベ ル の マ ネ ジ メ ン ト を 考 え る

1)ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 、 お よ び ア ド ミ ニ ス ト レ ー シ ・ ン

2)プ ラ ン ニ ン グ 、 お よ び}ン ト ロ ー ル

3)ボ リ シ ィ ー メ ー キ ン グ

2.ス パ ン オ ブ コ ン ト ロ ー ル を 狭 く す る

(3っ の レ ベ ル 以 上 を 持 つ べ き で な い)

3・ 他 部 門 と の コ ン タ ク ト の 窓 口 を1つ に す る 。

4.コ ン ト ロ ー ル の 諸 条 件 を 強 調 す る 。

5.
.将 来 の 変 更 を 絶 え ず 考 慮 し て 組 織 を 作 る 。

こ れ ら を 考 慮 し て 今 後 のDP組 織 を 考 え る と 次 の よ う な 組 織 が 考 え ら れ る 。
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図3.DP組 織 図

DP.マ ネ ジ ャ ー

*集 中 化 し、 組 織 全 体 を み る

*長 期 計 画 を立 て る

*ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト との コ ン タ ク ト

*ユ ー ザ ー マ ネ ジ メ ン トと の コ ン タ ク ト

リソ ー ス マ ネ ジ メ ン ト

・シス テ ム 分 析 ・設 計*プ ラ ン ニ ン グ'イ ン ブ ・ ト コ ン ト ロー ル

・プ ロ グ ラ ミ ン グ'&コ ン トロ ー ル ・ア ウ トプ ッ トコ ン トロ ー ル

・メ ン テ ナ ンス*ユ ー ザ ー ・コ ン タ ク ト ・名 端 末 器 管 理

従 来 と 異 な る の は リ ソ ー ス ・ マ ネ ジ メ ン ト 部 門 が デ ィ ベ ロ 。 ブ メ ン ト お よ

び プ ロ ダ ク シ ・ ン 部 門 と 同 じ レ ベ ル に 設 定 さ れ 、 今 後 最 も 重 要 な 部 門 と な る

こ と で あ る 。

リ ソ ー ス ・ マ ネ ジ メ ン ト 部 門 を も う 少 し 詳 し く み た の が 次 の 図4で あ る 。

,

`
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図4リ ソ ー ス ・ マ ネ ジ メ ン ト の 機 能

、

プ ロ ジ ェ ク ト

コ ン ト ロ ー ル

リソース ・マネジメン ト

マ ネ ジ ャー

フ ロ グ ク シ ョ ン

コ ン ト ロ ー ル

・開発 上 の あ らゆる

資源 の コン トロール

・ユ ーザ ー の要求 評価

・資 源 のニ ーズ の測 定

・名 プ ロジ ェク トの計 画

・進 行 管理

・費 用 の配 分

・マネ ジメ ン トの報 告

'ハ ー ドのサ ポ ー ト

・ソ フ トの サ ポ ー ト

・ス タ ン ダ ー ドの 開 発

・シ ス テ ム の監i査

・人 材 の 開 発

・生 産 に 関 す る 全 て の

資 源 の コ ン ト ロ ー ル

・ス ケ ジ ュ ー ル

・'マ シ ン ロ ー ド

・機 械 便 用 分 析

・費 用 配 分

・デ ー タ ・コ ン トロ ー ル

・イ ン プ ッ ト

・ア ウ トプ ッ ト

・ ラ イ ブ ラ リー コ ン トロ ー ル

・プ ログ ラ ム

・ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

'マ ニ ュ ア ル

・カ タ ロ グ

・セ キ ュ リ テ ィ

・チ ー タ の保 存

・プ ロテ ク シ ョン

・バ ック ア ップ 体 制

・情 報 の 伝 達
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シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス の 分 野 で 予 想 さ れ る 変 化

今 後 、 シ ス テ ム ズ ・ ア ナ リ シ ス の 分 野 に お い て 考 え ら れ る 主 た る 変 化 は 次

の 通 り で あ る 。

L量 的 な 増 大

2.'ア プ リ ケ ー シ ョ ン 範 囲 の 増 大

3.技 術 面 の 複 雑 性 の 増 大

4.組 織 上 の レ ベ ル の 変 更

1.量 的 な 増 大

前 に も 述 べ た よ うva、 コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 セ 。 ト数 は1971年 の

75,000セ ッ トか ら 、1980年Vaは300,000セ ッ ト に な る と予 想 さ れ て

い る 。 こ れ に 対 応 し て1970年 に は シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス トが220,000入

必 要 で あ る と 考 え ら れ て い る が 現 在 は180,000入 し かtsら ず 、40,000人

が 不 足 し て い る と い わ れ て い る 。1930年 に300,000セ ッ トの コ ン ピ ュ

ー タ が 設 置 さ れ 、 現 行 の 管 理 方 式 に 大 き な 変 革 が 起 ら な い と し た 場 合 に は 、

1980年 に は800ρ00人 の シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス トが 必 要 に な る と 考 え ら

れ る 。 す な わ ち1980年 ま で に620,000人 の シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト を 養

成 し な け れ ば な ら な い と い う こ と を 意 味 す る 。800,000人 と い う こ と は 、

1980年 の 予 想 労 働 人 口 の1%に 当 る 。 現 在 ア、メ リ カ の 医 者 の 人 口 が

270,000人 で あ る と い う こ と か ら 考 え て も 、 こ の 数 が い か に 大 さ な も の で

あ り 、 養 成 す る こ と が い か に 困 難 な 問 題 で あ る か が 想 像 で き る だ ろ う。

2.ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 範 囲 の 増 大

従 来 の よ う な 、 生 産 管 理 シ ス テ ム 、 会 計 シ ス テ ム と い っ た 単 一 の ア ブ リ

ケ ー シ ・ ン ・ シ ス テ ム か ら 、 全 社 に ま た が る 複 合 的 な シ ス テ ム に な る 。

3.技 術 面 の 複 雑 性 の 増 大

チ ー タ ・ベ ー ス 、 ラ ー ジ ・ コ ア ・シ ス テ ム 、 デ ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 、 ペ リ フ ェ ラ ル 等 、 新 し い 技 術 が 次 々 に 出 現 し 、 こ れ ら の 多 数 の 複 雑 な

技 術 か ら 、 そ の シ ス テ ム に 最 適 な も の を 選 択 す る 能 刀 が 必 要 に な る 。

4.組 織 上 の レ ベ ル の 変 更

従 来 の ア ブ リ ダ ー シ ョ ン が 個 別 シ ス テ ム で あ っ た 場 合 は シ ス テ ム ・ア ナ

リ ス ト の 交 渉 の 直 接 対 象 も そ れ ほ ど 上 の ク ラ ス の マ ネ ジ ャ ー で な くて よ.か
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っ た が 、 シ ス テ ム が 全 社 的 に ま た が る も の に な れ ば な る ほ ど 、 ト ッ プ ・ マ

ネ ジ ャ ー ク ラ ス と 話 し 合 い が で き る 能 力 を 要 求 さ れ る
。

ソ ス ァ ム.ア ナ リ ス トの 再 分 化

こ れ だ け 考 え た だ け で も 、 これ か ら の シ ス テ ム・・ ア ナ リス ト は こ れ ま で よ

り も は る か に 高 度 の 知 識 を 身 に つ け な け れ ば な ら な い 。

参 考 の た め に1人 前 の シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト を 養 成 す る の に ど の く ら い の

期 間 を 必 要 と す る か 考 え て み よ う 。

ベ ー シ ッ ク ・ シ ス テ ム ・ ア ナ リ シ ス

ア ド バ ン ス ・ シ ス テ ム ・ ア ナ リ シ ス

OR

IE

デ ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

フ ォ ー ム ・ デ ザ イ ン

計

2年

1年

6カ 月

1年

6カ 月

3カ 月

5年3カ 月

こ れ ま で 説 明 し て き た シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス トの 増 加 要 請 の 緊 急 性 か ら み て 、

1人 の ア ナ リ ス ト に5年3カ 月 も か け て 養 成 す る と い う余 裕 は と て も 考 え ら

れ な い 。 し か も ア メ リ カ で は シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス トは 平 均3 .5年 で 職 場 を 変

え て い る 。

上 述 の こ と か ら も お わ か り い た だ け る か と 思 う が 、 予 想 さ れ る シ ス テ ム ・

ア ナ リ ス ト の 要 請 に 応 え る た め に は 、 別 の 観 点 か ら 対 応 策 を 考 え ね ば な ら な

いo

私 は 今 後 シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト の 状 況 は 次 の よ う に'な フ て い く と 考 え て い

る 。 す な わ ち シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト の 役 割 が 細 分 化 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 分 野 で

の 専 門 家 が 出 現 す る 。 そ の 一 方 に は ス ペ シ ャ リ ス ト と 称 さ れ る 一 群 が 治 り、

他 方 で は ゼ ネ ラ リ ス ト と 称 さ れ る 一 群 が い る 。(次 頁:図5)

こ こ で い う ゼ ネ ラ リ ス ト と は ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の ス ペ シ ャ リ ス

ト で あ り 、 さ ら に 大 事 な こ と は 、 彼 等 が マ ネ ジ メ ン ト の 能 力 を も っ て い る と

い う こ と で あ る 。 こ の ゼ ネ ラ リ ス ト が 、 ア ブ リ ケ ー シ ・ ン の 要 件 と 、 シ ス テ

ム 慌 発 の ラ イ フ ・サ イ ク ル に 応 じ て 、 右 側 の ス ペ シ ャ リ ス ト群 が ら 適 切 な 専
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門 家 を 選 出 し、 プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム を 組 み 、 シ ス テ ム を 開 発 し て い ぐ形 式

に な る だ ろ う。

図5.ゼ ネ ラ リス トと ス ペ シ ャ リス トの活 動 分 野

シ ス テ ム 開 発 活 動

ゼ ネ ラ リス ト群

た は ア プ リ ケ ー シ ョン ・

ス ペ シ ャ リス ト群 ス ペ シ ャ リ ス ト 群

社 交 生 マ 会 シ 工 経 ・0 1 シ デ デ' フ ド
q
ブ

1

会 通 産 1 計 ス コ 済 R E ス 1 1 オ キ 口

シ シ 管 ケ シ テ 口 学 テ タ タ 1 ユ グ

ス
'

'

ス 理 テ ス ム ジ ム ・ ・ ム メ ラ

テ テ シ イ テ ズ | ズ コ べ デ ン マ

ム ム ス ン ム . . ミ 1 ザ テ

テ グ ア デ ユ ス イ 1

ム ・

ナ ザ 二 テ ン シ

シ リ イ ケ ザ ヨ

ス シ ン | イ ン

テ ス シ ン

.ム. ヨ

ン

L

シ ス テ ム.ア ナ リ ス トの 再 検 討

シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト に 関 し て 、 も う ひ と つ 重 要 な こ と は 、 シ ス テ ム ・ ア

ナ リ ス ト の タ イ プ で あ る 。 今 日 、 米 国 の シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス トの70%は 、

元 プ ロ グ ラ マ 出 身 で あ る が 、 私 の 考 え る と こ ろ で は 、 現 在 の シ ス テ ム ・ア ナ

リ ス ト の う ち65%は シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト と し て の 資 格 が な い と 思 っ て い

る 。 な ぜ な ら 、 シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト と プ ロ グ ラ マ は そ の 必 要 な 性 格 の 特 徴

が ぜ ん ぜ ん 違 っ て い る か ら で あ る 。 シ ス テ ム ・マ ネ ジ ャ ー 、 シ ス テ ム ・ア ナ

リ ス ト、 プ ロ グ ラ マ の 望 ま し い 資 格 要 件 を 羅 列 す る と 次 の 通 り で あ る。

。 マ ネ ジ ャ ー と し て は 、

1.大 学 卒 ま た は そ れ と 同 等 の 知 識 を 有 す る 者

2.指 導 性 に 優 れ て い る こ と

●
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3,思 想 の 一貫 性 が あ る こ と

4.組 織 イヒ能 力 が あ る こ と

5.自 主 性 が あ る こ と

6.外 交 的 で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ン の 能 力 に 優 れ て い る こ と

○ シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト と し て は

1.大 学 卒 ま た は そ れ と 同 等 の 知 識 を 有 す る 者

2.基 本 的 な 業 務 知 識(会 計 、 経 済 、 統 計 、 生 産 等)の 知 識 を 有 す る 者

3

4

5

6

7

8

9

想像 性 、創 造 性 に富 ん で い る こ とi

外 交 的 で他 の 入 に伝 達 した り、 交 渉 した りす る能力 を 有 す る者
～

外 向 性 で あ る こ と

自 発 性 を 有 す る こ と ・

組 織 化 、 リ ー ダ ー シ ッ プ に 優 れ て い る こ と

自 分 自 身 の 思 考 形 式 を 組 織 化 で き る こ と

機 智 に 富 ん で い る こ と

。 プ ロ グ ラ マ と し て は

1.高 校 卒 程 度 の 知 識 を 有 す る 者

2.論 理 的 な 判 断 を す る 態 度 に 優 れ て い る こ と

3.む し ろ 内 向 的 で あ る こ と

し か し な が ら 、 現 在 で は シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス.ト と し て 必 要 な 人 材 を 、 は づ

き り 選 別 で き る 研 究 は ま だ 不 十 分 で あ る 。 シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト と し て 適 性

な 能 力 を 規 定 し ・ ・.入 前 の シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト に 万 鎚 の 教 前 法 が 確

立 さ れ る・に は.、 今 後1・0年 位 は 継 続 的 な 研 究 が 必 要 な テ ー マ で あ ろ う 。



(附 録1) 渡 米 ス ケ ジ ュ ー ル

日 数
、

月 ・'日 曜 日 都 市 名 摘 要

1. 8月23日(月)
東 京発 一

サ ン フ ランシ ス コ着
サ ンフ ラ ンシス コ市 内見学

2. 8月24日(火)
サン フランシスコ 発 一

ニ コ ー ヨー ク着
移 動

3. 8月25日(水) ニ ュ ー ヨ ー ク 滞 在 市内見学 および研修準備

4～5 8月26日(木)～27日(金) 同.上
ブ'ラ ン ドン 研 修

6. 8月28日(土)
ニ ュー ヨー ク 発 一

ワ シ ン トン着

ワシ ン トン市 内見学'

一

7. 8月29日(日) ワ シ ン ト ン 発 一

ニ ュ ー ヨ ー ク着
自由行動

8～12 8月30日(月)～9月3日(金) ニ ュ ー ヨ ー ク滞 在 ブ ラ ン ドン研修

13～14 g月4B(土)～5日(日) 同 上 自由行動

15～19 9月6日(月)～10日(金) 同 上 ブ ラ ン ドン研 修

20 9月11日(土)
ニ ュー ヨ ー ク 発 一

ナ イ ア ガ ラ着
ナイ アガ ラ滝見物

・

21 9月12日(日) ナ イ ア ガ ラ発
ニ コ ー ヨ ー ク着

トロ ン ト市 内 見学

22 9月13日(月) ニ ュ ー ヨ ー ・ク滞 在
企 業 誌 門

・UnitedStatesTrUst

C㎝panyofNewyor▲(
:IrvhlgTrustCompally

・TheInsuranceCompany

ofNorthAmerica'
・SlmOilCompany

移 動

23 9月14日(火)
一 一 、ー

フ ィフア ル フ ィ ア

24 9月15日(水)
ニ ュー ヨ ー ク発 一

シ カ ゴ着

25 9月16日(木)
シ カゴ発 一

ロス ア ンゼ ルス着

企 業 訪 門 お よ び 移 動
・TheUniversityof

ChicagoComputation

Center

26 9月17日(金) ロスア ンゼ ル ス滞 在 企 業 訪 門
・LosAngele8CityData

ServiceBllreau

・UnionamericaComputer

Corporation

講 義
・スタン フォー ド・レ オブ トナー 氏

27 9月18日(土)
ロ ス ア ン ゼ ル ス 発 一、

ハ ワ イ着 移動

28～29 9月19日(日)～20日(月) ハ ワイ発 一東 京着 ハ ワイ市 内見物 お よび移 動
'
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(附 録2)

研 修 .機 関 お よ び 講 師'

。 研 修 機 関

BrandonSystemsInstitute,Inc、
1700BroadwayNewYork,N.Y.10019,USA

。 講 師

oDickH.Brandon

(President)

。Robertw.London

(VicePraesidentofBrandonTechnical

ServiCeS)

oEdwinE.Clein

(Speciali8tinDadaProcessing

TrainingDavelopment)

oH.RichardDeMeester

(Sp66i。1』i,ti。Operati・'nsRese・rch)

`

'
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